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第９回岳間渓谷ぐるっとウォーク
満開の桜の中を歩く
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５
月
の
広
報

　将来は人の役に立つ仕事がしたいので、薬
剤師を目指しています。今は部活のバスケット
ボールを頑張っていて、新キャプテンを任されま
した。みんなと協力して強くなりたいです。

藤森　千
ち

晶
あ き

さん
八幡小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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食の王国 ”山鹿 ”うまかもん！ショップ

今月の表紙
第９回岳間渓谷ぐるっとウォーク

　「岳間渓谷と里山あるき実行委員会（東和
かず

行
ゆき

実行委
員長）」が主催し、桜が満開となった４月３日に開催。
旧岳間小学校に市内外から510 人が集まり、岳間渓
谷までの５㎞のコースと、岳間渓谷を折り返す10㎞の
コースを歩きました。途中、地元の人による７カ所の
休憩所が設けられ、お茶や旬の食材で作ったおやつで
おもてなし。参加者はおなかいっぱいになりながらゴー

ルを目指しました。市内から参加した女性は「せっか
く10㎞歩いたけど、おいしいおやつを食べ過ぎてし
まったので痩

や

せません」と笑顔で話していました。
　この日は旧岳間小学校の家庭科室を利用して作られ
たワンデイ（１日）カフェ「ほっと岳間」もオープン。ゴー
ルした人たちが次々に訪れ、さらにおなかを満たして
いました。
※�表紙は熊本市から参加した河南薫

かおる

さん、晴
はる

樹
き

さん、
智
とも

樹
き

さん親子と、地元から参加の井上真
ま

奈
な

美
み

さん。

笑顔で歩く参加者 休憩所でのおやつタイム この日オープンした「ほっと岳間」
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柱
を
行
財
政
運
営
の
大
き
な
方
向
性
と
し
て

定
め
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
】

１　
人
を
つ
く
る
・
人
を
育
て
る

⑴
子
ど
も
輝
き
プ
ラ
ン 

　

学
校
に
あ
る
多
く
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、教
師
の
指
導
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

本
務
に
専
念
で
き
る
教
育
現
場
の
環
境
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
に
伴
い
、
学

校
な
ど
で
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化

さ
れ
る
た
め
、
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
を

確
保
し
、
全
て
の
児
童
生
徒
の
個
性
に
応
じ

た
教
育
が
受
け
ら
れ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

⑵
地
域
づ
く
り
市
民
塾 

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
将
来
の
山
鹿
市
を
担

う
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
今
年
度
も
地

域
づ
く
り
市
民
塾
事
業
を
行
い
ま
す
。
好
き

な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
か
ら
始
ま
る
新
し

い
地
域
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
考
え
、
実
践

に
つ
な
が
る
活
動
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

⑶
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成 

　

防
災
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
、全
戸
配
布
し
て
、

災
害
や
防
災
の
事
前
情
報
な
ど
を
提
供
し
ま

す
。
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
で
活
躍
す
る
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

２　
経
済
を
つ
く
る
・
活
性
化
す
る

⑴
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想

　

菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
の
実
現
の
た
め
、

用
地
取
得
な
ど
を
進
め
、
農
産
物
を
生
か
し

た
商
品
開
発
な
ど
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
全
体
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
ま
す
。

⑵
新
養
蚕
産
業
構
想

　

新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
「
山
鹿
シ

ル
ク
」
を
、
本
市
独
自
の
産
業
と
し
て
定
着

さ
せ
る
た
め
、
国
内
外
へ
向
け
た
情
報
発
信

や
Ｐ
Ｒ
活
動
、
地
場
企
業
と
の
連
携
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。
地
元
雇
用
の
創
出
と
各
種
産

業
分
野
へ
の
拡
大
に
つ
な
げ
、
定
住
促
進
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

⑶
山
鹿
灯
籠
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
構
想

　

日
本
一
の
和
紙
と
糊の

り

の

工
芸
品
で
あ
る
山
鹿
灯
籠

と
日
本
一
優
雅
な
踊
り
で

あ
る
千
人
灯
籠
踊
り
を
、

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
国

内
外
に
発
信
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

⑷
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
認
定
推
進

　

昨
年
10
月
に
流
域
の
３
市
１
町
が
連
携
し

「
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
認
定
推
進
協
議
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
流
域
の
米
に
関
す
る
文

化
遺
産
を
結
び
つ
け
て
、
今
年
度
の
日
本
遺

産
認
定
を
目
指
し
ま
す
。

３　

�

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
・

　
　
定
住
促
進
を
図
る

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
子

ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
環
境
を
整
備

し
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
移
住
定
住
促
進

　

移
住
定
住
の
地
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
、

魅
力
あ
る
情
報
発
信
や
相
談
窓
口
の
設
置
、

空
き
家
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
、
三
世
代
同
居

と
な
る
世
帯
に
対
す
る
住
宅
整
備
支
援
な
ど

を
実
施
し
、
移
住
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

⑵
子
育
て
支
援
の
充
実 

　

引
き
続
き
18
歳
以
下
の
子
ど
も
医
療
費
の

助
成
を
行
う
他
、
不
妊
治
療
の
支
援
や
妊
婦

へ
の
無
料
受
診
券
の
配
布
な
ど
、
き
め
細
か

な
支
援
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
を
生
み
、
育

て
、
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
健
康
増
進

　

健
康
診
断
の
受
診
勧
奨
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
重
症
化
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。
多

く
の
市
民
が
「
歩
く
」
こ
と
な
ど
、
健
康
保

持
の
た
め
の
生
活
習
慣
を
継
続
し
て
実
践
で

き
る
よ
う
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
の
導
入

に
向
け
た
調
査
、
研
究
を
進
め
ま
す
。

⑷
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
整
備

　
「
第
２
次
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
と
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
実
施
設

計
と
、
敷
地
の
造
成
工
事
を
行
い
ま
す
。
市

民
に
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
が
開
催
で
き

る
よ
う
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
健
康
増
進
の

他
、
観
光
や
文
化
施
設
と
連
携
し
た
地
域
づ

く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を
強
化
し

ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
、
優
れ
た
歴
史
・
文
化
に
恵

ま
れ
た
本
市
は
、
他
の
自
治
体
と
比
べ
て
優

位
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
強
み
を
生
か
し
、

さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
る
持
続
的
な
戦
略
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
と
誇

り
を
持
ち
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

４
月
14
日
か
ら
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
尊
い
生
命
を
失
わ
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

４
月
19
日
現
在
、
本
市
で
は
大
き
な
被
害

の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
余
震
の
発
生
な

ど
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
無
事
と
被
害
が
最
小
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
市
政
運
営
の
基
本
方
針
】

　

平
成
28
年
度
は
「
人
輝
き
飛
躍
す
る
都ま

市ち

や
ま
が
」
を
将
来
像
に
掲
げ
た
、新
た
な
「
第

２
次
山
鹿
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、市
民
、

民
間
と
行
政
が
相
互
に
補
完
、
協
力
し
合
い

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
政
運
営
の
方
針
と
し
て
、引
き
続
き「
人

を
つ
く
る
・
人
を
育
て
る
」「
経
済
を
つ
く

る
・
活
性
化
す
る
」「
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
・
定
住
促
進
を
図
る
」
の
３
本
の

平
成
28
年
度

　
　
　
施
政
方
針

山鹿市のさらなる飛躍
　　　　　　　　幸せを増大させる地方創生「実働元年」

市長　中嶋　憲正
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水道事業 ６億 6,834 万６千円
病院事業 42 億 347 万１千円
下水道事業 18 億 5,311 万２千円

■ 企業会計予算

歳入総額
280 億 5,000 万円

市税16.7％

保育料、公共施設
の使用料など
7.5％

地方交付税39.2％

国庫支出金
13.4％

銀行などからの
借入金（市債）
10.0％

県支出金
7.8％

各種交付金など
5.4％

自主財源
24.2％

依存財源
75.8％

歳入

当
初
予
算

平
成

年
度

28

　一般会計歳入（収入予定のお金）
　市税、保育料、公共施設の使用料など、市が自主的に収入することのできる自主財源は、67
億7,486 万７千円で、全体の24.2％となっています。
　どの地域に住む住民にも一定の行政サービスを提供できるように国が地方に代わって徴
収し、分配する地方交付税、国・県からの特定の事業に対する支出金や銀行などからの借入
金（市債）などの依存財源が、212 億7,513 万３千円で、全体の75.8％を占めています。
【平成28年度の特徴】
　企業における設備投資の増加により、固定資産税が前年比8,129 万４千円（4.1％）増、軽
自動車税が台数の増加と税制改正により、前年比1,570 万円（9.6％）増となっています。

問
財
務
課　

☎（
43
）１
１
１
９

  

平
成
28
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
の
規
模

は
２
８
０
億
５
千
万
円
で
、
こ
れ
に
９
特
別
会
計
と
３
企
業
会

計
を
合
わ
せ
た
規
模
（
各
会
計
間
の
や
り
と
り
を
控
除
し
た
総

計
）
は
、
４
７
９
億
６
９
７
５
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ペー
ジ
で
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
の
内
訳
と
市
民

１
人
当
た
り
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

市
長
説
明
（
３
ペ
ー
ジ
）
の
全
文
と
全
会
計
の
予
算
書
は
、

総
務
課
（
市
役
所
３
階
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
本
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
主
な
事
業
に
つ
い
て
「
人

を
つ
く
る
・
人
を
育
て
る
」「
経
済
を
つ
く
る
・
活
性
化
す
る
」

「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
・
定
住
促
進
を
図
る
」
の

3
本
の
柱
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

１　
人
を
つ
く
る
・
人
を
育
て
る

地
域
づ
く
り
、
教
育
環
境
の
充
実
、
生
涯
学
習
な
ど

子
ど
も
輝
き
プ
ラ
ン　
５
５
７
２
万
８
千
円

　
豊
か
な
心
の
育
成
、
学
力
・
体
力
の
向
上
、
い
じ
め
の
早
期

発
見
、
早
期
解
消
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
教
師
の

指
導
力
向
上
を
図
り
、
教
育
現
場
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
事
業　
４
３
７
８
万
円

　

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
協
動
組
織
の
育
成

や
自
治
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

防
災
対
策
費　
３
５
１
５
万
２
千
円

　

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
防
災
マ
ッ
プ
の
改
訂
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
で
活
躍

す
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

２　
経
済
を
つ
く
る
・
活
性
化
す
る

農
林
業
、商
業
の
振
興
、特
産
品
の
販
売
促
進
、企
業
誘
致
、誘
客
宣
伝
な
ど

ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
推
進
事
業　
８
５
７
３
万
５
千
円

　
ワ
イ
ン
の
醸
造
施
設
と
ぶ
ど
う
畑
を
核
と
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー

構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
農
産
物
を
生
か
し
た
商
品
開
発
な

ど
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
全
体
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

新
養
蚕
業
構
想
推
進
事
業　
８
９
５
４
万
円

　

新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
「
山
鹿
シ
ル
ク
」
を
本
市
独

自
の
産
業
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
、
各
種
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

山
鹿
灯
籠
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
構
想
推
進
事
業　
９
１
４
万
９
千
円

　

国
の
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
山
鹿
灯
籠
と
日
本
一
優
雅
な
踊

り
で
あ
る
千
人
灯
籠
踊
り
を
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
国
内
外

に
発
信
し
、
観
光
地
・
山
鹿
の
知
名
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
創
出
推
進
事
業　
２
３
９
０
万
円

　

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
い
観
光
産
業
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
宿
泊
客
数
の
増
加
に
つ
な
が
る
情
報
発
信
、
観
光

商
品
の
開
発
・
販
売
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

３　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
・
定
住
促
進
を
図
る

子
育
て
環
境
の
充
実
、過
疎
地
域
の
再
生
、生
活
基
盤
の
整
備
な
ど

移
住
定
住
促
進
事
業　
１
４
９
９
万
３
千
円

　
移
住
定
住
の
地
と
し
て
本
市
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
空
き
家
の

利
活
用
や
三
世
代
同
居
と
な
る
世
帯
へ
の
支
援
に
取
り
組
み
、
情
報

発
信
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

保
育
環
境
充
実
支
援
事
業　
１
億
４
６
９
５
万
６
千
円

　
就
労
し
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
、
保
育
所
施
設
整
備
や
病
後
児
保
育
室
開
設
を
支
援
し
ま
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業　
１
億
３
５
０
０
万
円

　

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
２
次
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

本
年
度
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
造
成
工
事
な
ど
を
行

い
ま
す
。

そ
の
他
の
主
要
事
業

３
本
の
柱
以
外
に
も
重
要
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
事
業　
１
７
２
０
万
７
千
円

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
返
礼
品
の
充
実
を
図
り
、
利
便

性
向
上
の
た
め
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
導
入
し
ま
す
。

高
齢
者
の
安
心
生
活
支
援
事
業　
１
３
１
５
万
千
円

　

高
齢
者
が
在
宅
で
安
心
、
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
食
の
自
立
支
援
・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
貸
与
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業 

２
億
１
９
４
３
万
９
千
円

　

平
成
31
年
４
月
稼
働
予
定
の一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備

に
向
け
、
造
成
工
事
や
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

特別会�計とは…特定の歳入歳出を一般会計
から区分して別に収支経理を行う会計

企業会�計とは…地方公共団体が行う事業の
うち、その経費を当該事業の経営に
伴う収入をもって充てる会計
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私たちのお金はこんな
ふうに使われます
市民１人当たり年間
52 万 872円

（平成 28 年 3 月末
 人口 53,852 人で算出）

高齢者や障がい者、
子どもの福祉など
186,764円（35.4％）

国民健康保険事業 90 億 9,169 万９千円 介護保険事業 61 億 8,765 万６千円
後期高齢者医療 ７億 466 万２千円 簡易水道事業 １億 6,559 万５千円
農業集落排水事業 ９億 2,920 万円 財産区(六郷、城北、

稲田、稲田六郷 )
881 万４千円

■ 特別会計予算

歳出総額
280 億 5,000 万円高齢者や障がい者、

子どもの福祉など
190,912 円（36.6％）

市債（市の借金）の返済
70,253 円（13.5％）

地域づくり、戸籍や
住民票、選挙など
53,064 円（10.2％）

農林業、畜産業など
48,035 円（9.2％）

小・中学校、生涯学習など
56,756 円（10.9％）

健康、検診、予防、
ごみ処理など
39,861 円（7.7％）

道路、公園、住宅
などの整備
33,403 円（6.4％）

消防団、消防設備など
17,556 円（3.4％）

商工業・観光など 6,844円（1.3％）
議会、予備費 4,188円（0.8％）

職員給与など
の人件費
17.0％

医療費などの
扶助費
21.8％

借入金の返済金
（公債費）
13.5％

普通建設事業費
12.0％

施設の維持管理
などの物件費
11.9％

道路、公共施設な
どの維持補修費
0.9％

各種団体への
補助費など
9.0％

貸付金 0.2％
特別会計へ
の繰出金
12.6％

義務的経費
52.3％

投資的経費
12.0％

その他の
経費
35.7％ 歳出

予備費0.1％
積立金 1.0％

　
本
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
主
な
事
業
に
つ
い
て
「
人

を
つ
く
る
・
人
を
育
て
る
」「
経
済
を
つ
く
る
・
活
性
化
す
る
」

「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
・
定
住
促
進
を
図
る
」
の

3
本
の
柱
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

１　
人
を
つ
く
る
・
人
を
育
て
る

地
域
づ
く
り
、
教
育
環
境
の
充
実
、
生
涯
学
習
な
ど

子
ど
も
輝
き
プ
ラ
ン　
５
５
７
２
万
８
千
円

　
豊
か
な
心
の
育
成
、
学
力
・
体
力
の
向
上
、
い
じ
め
の
早
期

発
見
、
早
期
解
消
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
教
師
の

指
導
力
向
上
を
図
り
、
教
育
現
場
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
事
業　
４
３
７
８
万
円

　

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
協
動
組
織
の
育
成

や
自
治
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

防
災
対
策
費　
３
５
１
５
万
２
千
円

　

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
防
災
マ
ッ
プ
の
改
訂
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
で
活
躍

す
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

２　
経
済
を
つ
く
る
・
活
性
化
す
る

農
林
業
、商
業
の
振
興
、特
産
品
の
販
売
促
進
、企
業
誘
致
、誘
客
宣
伝
な
ど

ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
推
進
事
業　
８
５
７
３
万
５
千
円

　
ワ
イ
ン
の
醸
造
施
設
と
ぶ
ど
う
畑
を
核
と
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー

構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
農
産
物
を
生
か
し
た
商
品
開
発
な

ど
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
全
体
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

新
養
蚕
業
構
想
推
進
事
業　
８
９
５
４
万
円

　

新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
「
山
鹿
シ
ル
ク
」
を
本
市
独

自
の
産
業
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
、
各
種
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

山
鹿
灯
籠
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
構
想
推
進
事
業　
９
１
４
万
９
千
円

　

国
の
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
山
鹿
灯
籠
と
日
本
一
優
雅
な
踊

り
で
あ
る
千
人
灯
籠
踊
り
を
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
国
内
外

に
発
信
し
、
観
光
地
・
山
鹿
の
知
名
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
創
出
推
進
事
業　
２
３
９
０
万
円

　

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
い
観
光
産
業
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
宿
泊
客
数
の
増
加
に
つ
な
が
る
情
報
発
信
、
観
光

商
品
の
開
発
・
販
売
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

３　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
・
定
住
促
進
を
図
る

子
育
て
環
境
の
充
実
、過
疎
地
域
の
再
生
、生
活
基
盤
の
整
備
な
ど

移
住
定
住
促
進
事
業　
１
４
９
９
万
３
千
円

　
移
住
定
住
の
地
と
し
て
本
市
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
空
き
家
の

利
活
用
や
三
世
代
同
居
と
な
る
世
帯
へ
の
支
援
に
取
り
組
み
、
情
報

発
信
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

保
育
環
境
充
実
支
援
事
業　
１
億
４
６
９
５
万
６
千
円

　
就
労
し
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
、
保
育
所
施
設
整
備
や
病
後
児
保
育
室
開
設
を
支
援
し
ま
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業　
１
億
３
５
０
０
万
円

　

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
２
次
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

本
年
度
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
造
成
工
事
な
ど
を
行

い
ま
す
。

そ
の
他
の
主
要
事
業

３
本
の
柱
以
外
に
も
重
要
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
事
業　
１
７
２
０
万
７
千
円

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
返
礼
品
の
充
実
を
図
り
、
利
便

性
向
上
の
た
め
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
導
入
し
ま
す
。

高
齢
者
の
安
心
生
活
支
援
事
業　
１
３
１
５
万
千
円

　

高
齢
者
が
在
宅
で
安
心
、
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
食
の
自
立
支
援
・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
貸
与
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業 

２
億
１
９
４
３
万
９
千
円

　

平
成
31
年
４
月
稼
働
予
定
の一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備

に
向
け
、
造
成
工
事
や
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　一般会計歳出（支払い予定のお金）
　人件費、医療費の助成や各種手当などの扶助費および借入金の返済金（公債費）を合
わせた義務的経費は、146 億7,156 万９千円で、全体の52.3% を占めています。
　道路などの社会資本の整備に使われる経費（投資的経費）は、33 億7,345 万１千円で、
全体の12.0％です。その他の経費には、各種団体への助成（補助費など）や特別会計への
支出（繰出金）、行政運営に必要な経費（物件費など）があり、全体の35.7％を占めています。
【平成28年度の特徴】
　定員適正化計画による職員の減少により、人件費が前年比３億1,755 万３千円（6.2％）減、
庁舎建設事業に係る借入金の元金償還が始まったことなどから、公債費が１億3,350 万円

（3.7％）増、社会保障費の増加により扶助費が２億986 万４千円（3.6％）増となっています。
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山鹿市への移住定住促進の助成制度をつくりました

　移住定住環境の整備を図るため、三世代同居を目的
とした住宅の整備と空き家バンクを活用した住宅の改
修などを行う人への助成制度を今年度より開始します。
　U ターンで山鹿に戻る人、市外から移住する人は、
ぜひこの制度をご利用ください。

三
世
代
同
居
住
宅
支
援
事
業

　

市
外
か
ら
家
族
が
転
入
す
る
こ
と
で
三
世

代
同
居
と
な
る
世
帯
の
、
住
宅
の
改
修
や
新

築
、
購
入
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

▼
補
助
対
象
者（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

 

●　 

親
が
山
鹿
市
に
１
年
以
上
居
住
し
、
住
民

登
録
し
て
い
る
こ
と

 

●　 

子
や
孫
な
ど
が
市
外
か
ら
山
鹿
市
に
転

入
し
て
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
て
い
な

い
こ
と
（
た
だ
し
、
平
成
28
年
４
月
１
日

以
降
に
転
入
し
た
人
に
限
る
）

 

●　 

三
世
代
同
居
の
構
成
員
全
員
が
、
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

 

●　 

補
助
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
以
上
継
続

し
て
三
世
代
同
居
を
す
る
人

※ 

同
一
の
建
物
や
敷
地
に
居
住
す
る
場
合
の

み
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
補
助
対
象
住
宅（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

 

●　 

親
が
市
内
に
所
有
す
る
住
宅
か
、
三
世
代

同
居
の
世
帯
員
が
市
内
に
所
有
し
よ
う

と
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

 

●　 

所
有
権
の
保
存
登
記
か
所
有
権
の
移
転

登
記
を
し
て
い
る
も
の
、
ま
た
は
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
記
載
の
あ
る
も
の

▼
補
助
対
象
費
用（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

 

●　 

三
世
代
同
居
を
目
的
と
し
た
住
宅
の
新

築
、
改
修
工
事
、
購
入
に
係
る
費
用

 

●　 

専
門
の
事
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
新
築

や
改
修
の
工
事
費
ま
た
は
購
入
費
が

50
万
円
以
上
の
も
の

 

●　 

国
や
地
方
自
治
体
の
他
の
助
成
制
度
の

補
助
を
受
け
て
い
な
い
住
宅
に
係
る
も

の
▼
補
助
率
・
補
助
限
度
額

 

●　 

総
額
50
万
円
以
上
の
工
事
費
や
購
入
費

の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
）
で
、
50
万
円
を
限
度
（
た

だ
し
、
市
外
事
業
者
と
契
約
し
て
行
う
場

合
は
25
万
円
を
限
度
）

住宅のリフォームなど

新築や購入も対象です
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空
き
家
バ
ン
ク
利
活
用
促
進
事
業

　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
進
し
、
市

内
の
空
き
家
の
有
効
利
用
と
市
内
へ
の
円
滑

な
移
住
を
図
る
た
め
、
登
録
物
件
の
改
修
、

家
財
道
具
の
処
分
、
引
越
し
に
係
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
概

要
は
下
段
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
補
助
メ
ニ
ュ
ー
】

①
改
修
等
工
事
補
助

　

空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
売
買
や
賃
貸
借

契
約
を
締
結
し
た
物
件
を
改
修
す
る
際
の
工

事
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

 

●　 

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
所

有
者
か
、
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
者
の
う

ち
、
市
外
か
ら
の
転
入
者

▼
補
助
対
象
費
用

 

●　 

市
内
に
主
た
る
事
業
所
な
ど
を
有
す
る

事
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
改
修
工
事
に

係
る
費
用
（
工
事
費
用
の
総
額
が
50
万
円

以
上
の
も
の
に
限
る
）

▼
補
助
限
度
額

 

●　 

工
事
費
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
50
万
円
を
限
度

②
家
財
処
分
費
用
補
助

　

空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
売
買
や
賃
貸
借

契
約
を
締
結
し
た
物
件
に
残
っ
て
い
る
家
財

な
ど
を
処
分
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

 

●　 

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
所

有
者
か
、
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
者
の
う

ち
、
市
外
か
ら
の
転
入
者

▼
補
助
対
象
費
用

 

●　 

廃
棄
物
の
処
理
の
資
格
を
有
す
る
事
業

者
に
依
頼
し
て
行
う
家
財
処
分
に
係
る

費
用

▼
補
助
限
度
額

 
●　 
家
財
処
分
費
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
５
万
円

を
限
度

③
引
越
し
費
用
補
助

　

空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ

て
市
外
か
ら
転
入
す
る
際

の
引
越
し
費
用
を
補
助
し

ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

 

●　 

空
き
家
バ
ン
ク
利
用
者
の
う
ち
、
市
外
か

ら
の
転
入
者

▼
補
助
対
象
費
用

 

●　 

運
送
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
登
録
物
件

へ
の
引
越
し
に
係
る
経
費

▼
補
助
限
度
額

 

●　 

引
越
し
費
用
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
５
万
円

を
限
度

空き家バンク制度のしくみ

空
き
家
利
用
希
望
者
　
買
い
た
い
・
借
り
た
い

空
き
家
所
有
者
　
売
り
た
い
・
貸
し
た
い

山
鹿
市
空
き
家
バ
ン
ク

宅
建
業
協
会

協定

①利用申し込み①登録申し込み

②登録完了通知送付

②物件調査

④契約交渉

③登録完了通知送付

③物件相談
　交渉申し込み

登録物件は市ホームペー
ジで閲覧できます。

契約交渉は、山鹿市と協
定を結んだ宅建業協会が
行います。

登録された物件は市のホー
ムページで情報公開します。

息子と同居するから
今の家を売りたいな…

山鹿に住みたいけど
いい物件ないかなぁ…

④契約交渉

詳しくは、地域生活課（移住
定住相談窓口）にお問い合わ
せください。

地
域
生
活
課
移
住
定
住
相
談
窓
口

☎（
43
）１
１
１
４

問
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地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金
（
一
般
団

体
事
業
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
実
施
す
る

地
域
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し

ま
す
。

 

●
　 

募
集
期
間　

５
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

 

●
　 

対
象
事
業　

団
体
な
ど
が
主
体
的
に
取

り
組
む
市
全
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

地
域
づ
く
り
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
、
世
代

間
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
）

 

●
　 

対
象
団
体　

地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
活
動
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

か
、
こ
れ
に
準
ず
る
５
人
以
上
の
団
体

 

●
　 

対
象
経
費　

事
業
に
係
る
消
耗
品
や
使

用
料
、
原
材
料
費
な
ど
（
別
に
定
め
る

基
準
が
あ
り
ま
す
）

 

●
　 

補
助
率
な
ど　

対
象
経
費
の
10
分
の
10

以
内
で
、
１
団
体
20
万
円
を
限
度

国
際
・
地
域
間
交
流
事
業
補
助
金

　

民
間
団
体
が
主
催
す
る
、
本
市
の
持
つ

優
れ
た
自
然
や
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
国

際
・
地
域
間
交
流
事
業
に
対
し
て
支
援
し

ま
す
。

 

●
　 

募
集
期
間　

５
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

 

●
　 

対
象
事
業　

教
育
、文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、

産
業
、
福
祉
な
ど
に
よ
る
他
市
町
村
や

海
外
都
市
と
の
交
流
事
業

 

●
　 

対
象
者　

本
市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ

る
民
間
団
体
で
、
国
際
・
地
域
間
交
流

事
業
の
実
績
も
し
く
は
今
後
継
続
す
る

意
思
が
認
め
ら
れ
る
団
体

 

●
　 

対
象
経
費　

交
流
事
業
に
要
す
る
経
費

（
飲
食
に
係
る
経
費
、
交
流
会
な
ど
の

参
加
費
、
お
土
産
代
、
本
市
以
外
の
会

員
に
か
か
る
経
費
な
ど
は
対
象
外
）

 

●
　 

補
助
額　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
で
、
１
団
体
30
万
円
を
限
度

　
そ
の
他
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
実

践
さ
れ
て
い
る
地
域
づ
く
り
事
業
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
自
治
振
興
交
付
金

　

こ
の
交
付
金
は
、
自
治
機
能
の
維
持
や

住
民
の
自
主
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
付
金
の
交

付
先
は
、
鹿
北
地
域
、
菊
鹿
地
域
、
鹿
本

地
域
、
鹿
央
地
域
は
地
域
ご
と
に
、
山
鹿

地
域
は
校
区
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地

域
協
働
組
織
で
す
。

　

地
域
協
働
組
織
は
、
対
象
地
域
に
居
住

す
る
人
が
地
域
生
活
の
向
上
を
図
り
、
自

治
会
よ
り
も
広
域
的
な
共
同
事
業
を
行
う

た
め
に
作
ら
れ
た
組
織
で
、
自
治
会
の
代

表
者
や
そ
の
他
必
要
な
団
体
の
代
表
者
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
す
る
自
治
会
や
地
域
づ
く

り
活
動
団
体
は
、
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い

る
地
域
協
働
組
織
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
交
付
金
は
、
次
の
よ
う
な
地
域
づ
く

り
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

●
　 

地
域
安
全
・
防
災
事
業
（
防
火
訓
練
や

講
習
会
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
交
通
安

全
教
室
な
ど
）

 

●
　 

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
情
報
発
信
、

産
業
振
興
事
業
（
世
代
間
交
流
、
地
域

の
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
特
産
品
開

発
、
地
域
情
報
誌
の
発
行
な
ど
）

 

●
　 

教
育
文
化
に
関
す
る
事
業
（
青
少
年
育

成
事
業
、
地
域
の
歴
史
調
査
、
伝
統
文

化
の
保
存
・
継
承
、
地
域
の
歴
史
・
風

景
な
ど
の
保
存
、
生
涯
学
習
活
動
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
な
ど
）

 

●
　 

地
域
の
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業
（
花

い
っ
ぱ
い
運
動
、
花
壇
・
広
場
整
備
、

自
然
や
生
活
環
境
の
保
全
、
地
域
美

化
、
資
源
ご
み
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
、
不
法
投
棄
除
去
な
ど
）

 

●
　 
地
域
の
健
康
福
祉
に
関
す
る
事
業
（
い

き
い
き
サ
ロ
ン
、
子
育
て
支
援
や
見
守

り
、
高
齢
者
支
援
、
障
が
い
者
支
援
、

健
康
づ
く
り
活
動
な
ど
）

 

●
　 

地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
に

関
す
る
事
業

 

●
　 

そ
の
他
、
地
域
に
お
け
る
地
域
づ
く
り

活
動

地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金
・
地
域
づ

く
り
計
画
事
業

 

●
　 

対
象
事
業　

地
域
住
民
が
主
体
的
に
行

う
地
域
資
源
な
ど
を
生
か
し
た
取
り
組

み
や
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
活

動
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
計

画
策
定
と
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
事

業

 

●
　 

対
象
団
体　

自
治
会
ま
た
は
大
字
や
小

学
校
区
な
ど
の
つ
な
が
り
の
あ
る
複
数

の
自
治
会

 

●
　 

対
象
経
費　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
託

料
、
印
刷
製
本
費
、
消
耗
品
費
、
会
場

の
借
り
上
げ
料
、
先
進
地
視
察
研
修
費

な
ど

 

●
　 

補
助
率
な
ど　

対
象
経
費
の
10
分
の

10
以
内
で
、
計
画
策
定
は
１
団
体

１
０
０
万
円
を
限
度
。
次
年
度
以
降
の

計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
事
業
は
３
年

間
で
２
０
０
万
円
を
限
度
と
し
、
予
算

の
範
囲
内
で
決
定
し
支
援
し
ま
す
。

地域づくりや地域間交流事業を行う皆さんを応援します
各種補助金のお知らせ

補助金を活用した「おもてなし子ども公演」の様子

この事業で策定された地域づくり計画

地域生活課　☎(43)1114問
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福
祉
課
の
生
活
自

立
相
談
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。外
出
が

難
し
い
人
の
場
合
は
、

相
談
員
が
訪
問
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

福
祉
課
生
活
自
立
相
談
窓
口

☎（
43
）１
１
６
７

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分（
平
日
の
み
）

　　　　　　　　�ごみ焼却施設整備の事業計画

　平成 31 年４月の施設稼働を目指して、山鹿市民スポーツセンター敷地内（山鹿市石）に
新たな焼却施設の整備が順調に進んでいます。今後の事業計画についてお知らせします。

▼スケジュールなど

▼平成 28年度の取り組み

①敷地造成工事
　水害対策として河川堤防と同等以上の高さに敷地のか
さ上げを行います。
　平成 28 年度の１年間を工期として計画しています。

②施設実施設計／建設工事
　焼却施設本体の実施設計と建設工事を一括して発注
し、入札で業者を決定します。
　平成 28 年度中に契約を締結し、平成 29 年度から工事
に着工。平成 31 年４月から新たな焼却施設の操業を開
始します。

※ このほか、詳しい進捗状況や今後のスケジュールなど、
市のホームページでも見ることができます。

工事期間中、皆さまには大変ご
迷惑をお掛けしますが、ご理解
とご協力をお願いします。

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度

敷地造成工事

施設実施設計／建設工事
４月　操業開始

環境課　☎(43)7211問

●�

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、
失
業
期

間
が
長
く
な
り
不
安
だ

●�

生
活
に
困
っ
て
い
る
、
収
入
が
少

な
く
て
家
計
が
厳
し
い

●�

将
来
が
不
安

●�

家
族
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

●�

家
賃
を
払
え
な
い
、
貯
金
が
底
を

つ
い
て
し
ま
っ
た

●�

住
む
と
こ
ろ
が
な
い
、
離
職
し
て

ア
パ
ー
ト
を
追
い
出
さ
れ
た

●�

社
会
に
出
る
の
が
怖
い

●�

病
気
で
働
け
な
い
　
な
ど

窓口

生
活
自
立
相
談
窓
口
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

そんなときは…

【
支
援
内
容
の
例
】

自
立
相
談
支
援
事
業

　

専
門
知
識
を
持
っ
た
相
談
員
が
、
相
談
者

と
一
緒
に
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
自
立

支
援
計
画
を
立
て
、
就
職
や
家
計
改
善
な
ど

を
支
援
し
ま
す
。

住
居
確
保
給
付
金

　

離
職
し
て
住
居
を
失
っ
た
人
に
、
一
定
期

間
、
家
賃
相
当
額
を
支
給
。
生
活
の
土
台
を

整
え
て
か
ら
、
就
職
に
向
け
た
支
援
を
行
い

ま
す
。

家
計
相
談
支
援
事
業

　

家
計
に
関
す
る
相
談
、
家
計
管
理
に
関
す

る
指
導
、状
況
に
応
じ
た
支
援
計
画
の
作
成
、

必
要
に
応
じ
た
貸
し
付
け
の
紹
介
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
は
、
自
分
か
ら
助
け
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
回

り
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
相
談
窓
口

に
情
報
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

誰でも

秘密
厳守

無料

問
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�後期高齢者健診と歯科口
こ う

腔
く う

健診の受診券を郵送します
今年度から歯科口腔健診が始まります
　後期高齢者医療保険制度に加入している人を対
象に、後期高齢者健診と歯科口腔健診を行います。
５月下旬に受診券を郵送しますので、健診項目や
受診できる医療機関などの詳しいことは同封の書
類をご覧ください。

集団健診を受ける人
　実 施 時 期　６月〜８月中旬
　自己負担額　800 円
　● がん検診を申し込んでいる人は指定された時

間に受け付けをしてください。
　● 後期高齢者健診のみ受診する人は、午前７時

半〜 10 時 20 分までの間で都合の良い時間
にお越しください。

　● 混み具合によっては待ち時間が長くなります。
時間に余裕を持ってお越しください。

個別健診を受ける人
　実 施 時 期　６月〜９月末まで
　自己負担額　800 円
　● ご希望の医療機関（指定医療機関）に予約が

必要です。詳しくは受診券と同封の書類をご
覧ください。

《注意事項》
◆ 後期高齢者健診は、集団健診か個別健診のどち

らかを選んで受診してください。誤って両方受
診した場合、どちらかの健診が全額自己負担に
なります。

◆ 健診日時点で後期高齢者医療保険の資格が無い
人は受けられません。健診を受けた後に資格が
無いことが判明した場合は、健診費用（８千円
程度）を返還していただきます。

実 施 時 期　６月〜 10 月末まで
自己負担額　400 円
● ご希望の歯科医院（指定医療機関）に予約が必

要です。詳しくは受診券と同封の書類をご覧く
ださい。

● 健診期間中（６月〜 10 月中）に 75 歳を迎え
る人には受診券は郵送しません。誕生月の前月
に開催する 75 歳年齢到達者説明会のときに配
布します。
歯科口腔健診の流れ
　①指定医療機関に電話予約して、予約日に受診。
　②問診（歯や口の状態で気になることを記入）
　③ 歯周検査（歯・歯ぐきの状態や入れ歯、かみ

合わせの状態を検査）
　④ 口腔検査（口の衛生状況や粘膜異常、乾燥な

どを検査）
　⑤結果説明（検査結果の説明と指導）

国保年金課　☎(43)1576問

年に１度は健診を受けて、ご自
分の身体・口の中の状態を確認
しましょう。健診の結果、保健
指導などが必要な場合は市の保
健師や栄養士が後日訪問します。

【健診受診券の色の違い】
受診券の色 健診の種別 対象者

ピンク色 後期高齢者健診 後期高齢者医療保険加入の人
（障がい認定の 65 歳以上の人を含む）

オレンジ色 健診当日の保険種別により国保特定健診
か後期高齢者健診のどちらか

国民健康保険加入者で６月〜９月の間に
75 歳を迎える人

黄緑色 歯科口腔健診 後期高齢者医療保険加入の人
（障がい認定の 65 歳以上の人を含む）

健診を受けて
　元気で長生き！

後期高齢者健診 歯科口腔健診
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国民健康保険と後期高齢者医療保険からのお知らせ

�平成 28年度の国民健康保険税の見直し

１　限度額が引き上げられます

２　軽減措置が拡充されます

国民健康保険は加入者の皆さんで支え合う医療制度です

　地方税法の改正により、国民健康保険税の以下の２点が見直されました。

　保険税は６月に税額を決定し、税務課から納税通知書を送付します。
年金からの特別徴収を除き、納付書か口座振替で納付する場合、６月
から納付が始まります。納期限内の納付にご協力をお願いします。

　医療分と後期支援金
分の国保税の限度額

（１年間に支払う最高
額）が右表のとおり引
き上げられます。税率
の変更はありません。

　物価が上昇傾向にあることから、国民健康保険税の軽減（５割軽減・
２割軽減）を判定する所得金額が拡充されます。

　本市の国民健康保険の財政状況は、年々厳しさを増しています。その主な要因は加入者の
高齢化や医療技術の進歩などから、医療費が増加していることにあります。医療費が増加すると、
保険税の値上げにもつながります。医療費の抑制のために、以下の４つのことに取り組みましょう。

【区分別の限度額】

国保税区分 平成 27年度 平成 28年度 増　減
医療給付費分 52 万円 54 万円 ２万円引き上げ

後期高齢者支援金分 17 万円 19 万円 ２万円引き上げ

介護納付金分 16 万円 16 万円 据え置き

【軽減判定所得の金額】

軽減割合
前年中の世帯の軽減判定所得金額

平成 27年度 平成 28年度
７割 33 万円以下 33 万円以下（据え置き）

５割 33 万円＋（26 万円×加入者数）以下のとき 33 万円＋（26.5 万円×加入者数）以下のとき

２割 33 万円＋（47 万円×加入者数）以下のとき 33 万円＋（48万円×加入者数）以下のとき

国保年金課　☎(43)1576　税務課　☎(43)1120問

１自分の体の状態
を知りましょう

　特定健診やがん検
診を受けて、病気の早
期発見・早期治療に
努めましょう。

２
�適度な運動を取り
入れた規則正しい
生活をしましょう

　ウォーキング（30 分
程度）や、足が不自由
な人は椅子に腰掛けた
ままでできる軽い運動を
続けることが有効です。

３食生活を見直し
ましょう

　過去の調査で山鹿
市民は「野菜の摂取
量が少ない」「塩分が
多い」などの問題があ
ることが分かりました。
食事の内容や味付け
に関心を持ちましょう。

４医療費の節約に
努めましょう

　一つの病気でいくつ
もの医療機関を受診し
ない（紹介を除く）。
　薬を多く欲しがらな
い（お薬手帳を使って、
飲み残しの薬は相談す
る）。
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人権について いろいろ学んでみませんか

参加対象　 山鹿市に住んでいる人か勤めている人
受 講 料　無料
内　　容　 下記日程表のとおり（年９回を予定）。
　　　　　 毎回の講座に参加できる人を募集しますが、

１回のみの参加もできます。
申し込み　 人権政策課へ⑴〜⑶の方法でお申し込みくださ

い。※５月 13 日㈮締め切り
　⑴電話　☎ (43)1199
　　①住所②氏名③電話番号をお知らせください。
　⑵持参かファックス　FAX�(44)0373
　　 任意の様式に①住所②氏名（フリガナ）③電話番号

を記入し、人権政策課に持参するか FAX で送信し
てください。

　⑶ Eメール　ｊｉｎｋｅｎ＠ｃｉｔｙ．ｙａｍａｇａ．ｌｇ．ｊｐ
　　�上記アドレスに、件名を「ふれあい人権講座申し込

み」、本文に「①住所②氏名（フリガナ）③電話番号」
を入力して送信してください。

開催日 会　場 テーマ 内　容

６月 22 日㈬ 菊鹿地区公民館 人権全般 開講式・講演

７月 13 日㈬ 鹿央市民センター 企業と人権 講　演

８月 17 日㈬ 菊鹿地区公民館 障がい者の人権 講　演

９月 14 日㈬ 鹿央市民センター インターネットと人権 講　演

10 月 19 日㈬ 調整中 調整中 視察研修

11 月 16 日㈬ 市内小中学校 人権教育の実際 公開授業参観

12 月４日㈰ 山鹿市民交流センター やまが人権フェスティバル 講　演

１月 18 日㈬ 菊鹿地区公民館 身のまわりの人権問題 参加体験型

２月 15 日㈬ 菊鹿地区公民館 同和問題 閉講式・講演

日程表　※内容は、講師の都合などにより変更する場合があります。講演は午後２時から 90 分間の予定です。

　人権って何？なんだか難しそう…。避けて通るうちに、自分でも気付かずに偏
見や差別につながることをしていたり、被害者になったりするかもしれません。
自分と人権のつながりを学び、理解を深めるための講座を開催します。

ふれあい人権講座

人KENまもる君　人KENあゆみちゃん

人権政策課　☎(43)1199問
昨年度の人権同和問題モニターによる参加型体験学習の様子
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江
戸
時
代
の
ま
つ
り
の
様
子

　

前
回
紹
介
し
た
よ
う
に
、
灯
籠
ま
つ
り
の

始
ま
り
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
、
は
っ

き
り
と
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
江

戸
時
代
の
文
献
か
ら
ま
つ
り
の
様
子
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
か
ら
お
よ
そ
二
百
年
前
の
文
化
・
文
政

年
間
ご
ろ
に
書
か
れ
た「
山
鹿
灯
籠
見
物
紀
」

に
は
、
ま
つ
り
の
際
に
奉
納
さ
れ
た
灯
籠
が

紹
介
し
て
あ
り
ま
す
。
文
献
の
作
者
は
城
南

町
（
現
在
の
熊
本
市
南
区
）
の
人
と
推
測
さ

れ
、
７
月
16
日
の
朝
、
菊
池
を
出
て
山
鹿
新

町
（
鹿
本
町
来
民
）
に
寄
り
、不
動
岩
に
登
っ

て
か
ら
午
後
４
時
ご
ろ
山
鹿
に
到
着
し
た
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
奉
納
燈
籠
は
寺
社
仏
閣
を
か
た

シ
リ
ー
ズ
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
②

未
来
へ
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
☎（
43
）１
５
７
９

ど
っ
た
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
「
見

物
記
」
を
読
む
と
江
戸
時
代
に
は
い
ろ
い
ろ

な
種
類
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
金

灯
籠
や
座
敷
造
り
、
鳥
籠
な
ど
が
多
い
ほ

か
「
加
藤
清
正
の
虎
退
治
」「
義
経
・
弁
慶
」

「
忠
臣
蔵
二
段
目
」「
三
国
志
」
の
よ
う
に
、

歴
史
的
な
名
場
面
や
芝
居
の
場
面
な
ど
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
変
わ
っ
た
も
の
と
し
て

「
百
人
一
首
の
う
ち
六
首
」「
ね
ず
み
ハ
シ
ゴ

登
り
」「
宝
尽
く
し
」「
ゾ
ヲ
（
象
）」「
団う

ち

羽わ

」「
生
け
花
」
な
ど
が
あ
り
、
い
っ
た
い

ど
の
よ
う
な
灯
籠
だ
っ
た
の
か
想
像
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

　
「
見
物
記
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
灯
籠
は

90
基
以
上
も
あ
っ
て
、
種
類
だ
け
で
は
な
く

数
も
豊
富
で
し
た
。
江
戸
・
明
治
時
代
は
商

家
の
主
人
が
灯
籠
の
一
つ
ぐ
ら
い
作
れ
な
い

と
駄
目
だ
と
さ
れ
て
、
毎
年
工
夫
を
凝
ら
し

た
も
の
を
灯
籠
の
題
材
に
し
て
い
た
そ
う
で

す
か
ら
、
灯
籠
の
数
も
種
類
も
多
く
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

明
治
・
大
正
時
代
の
ま
つ
り
の
様
子

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
ま
つ
り
の
様
子
は

当
時
の
新
聞
記
事
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
馬

車
や
人
力
車
、
バ
ス
・
鉄
道
を
利
用
し
て
遠

く
か
ら
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
、
新
聞

広
告
や
ラ
ジ
オ
の
実
況
中
継
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
誇
張
し
た
部
分
も
あ
り
そ
う

で
す
が
、当
時
の
新
聞
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

   

● 

山
鹿
の
旅
館
は
20
軒
に
そ
れ
ぞ
れ
百
人
以

上
を
詰
め
込
み
、
そ
れ
で
も
泊
ま
れ
ず
に

知
り
合
い
の
家
や
軒
先
、
公
園
に
ま
で
寝

泊
ま
り
す
る
人
が
い
た
（
明
治
30
年
）

   

● 

県
内
の
盆
行
事
を
８
月
の
新
暦
に
変
更
し

て
統
一
す
る
よ
う
県
の
商
業
会
議
所
か
ら

要
請
が
あ
っ
た
が
、
山
鹿
で
は
新
暦
の
７

月
と
す
る
（
明
治
43
年
）
…
こ
れ
は
、
盆

行
事
を
８
月
に
す
る
と
、
灯
籠
ま
つ
り
の

準
備
の
ほ
か
に
当
時
の
山
鹿
で
盛
ん
だ
っ

た
蚕
の
世
話
と
も
重

な
っ
て
し
ま
う
た
め

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
山
鹿
の
盆

行
事
は
７
月
に
行

い
、
江
戸
か
ら
明
治

時
代
初
期
に
か
け
て

７
月
に
行
わ
れ
て
い

た
灯
籠
ま
つ
り
が
、

盆
行
事
と
重
な
ら
な

い
よ
う
１
カ
月
遅
れ

て
８
月
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

   

● 

各
町
内
が
競
争
の
よ
う
に
制
作
し
た
金
灯

籠
は
数
千
個
以
上
（
大
正
５
年
）

   

● 

大
宮
公
園
で
徹
夜
す
る
観
覧
者
２
万
人

（
大
正
13
年
）

　

娯
楽
の
少
な
か
っ
た
当
時
、
ま
つ
り
の
に

ぎ
わ
い
は
現
在
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
宝
で
あ
る
灯
籠
ま
つ
り
が
こ

れ
か
ら
も
に
ぎ
わ
い
続
け
る
よ
う
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
工
夫
し
、
育
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
参
考
文
献

   

● 

花
岡
興
輝
「
史
料
紹
介　

山
鹿
灯
籠
見
物

記
」『
石
人
』
２
巻
８
号
、
昭
和
36
年

   

● 

安
田
宗
生
『
明
治
以
降
の
灯
籠
祭
』『
山

鹿
市
の
民
俗
文
化
：
灯
籠
祭
調
査
報
告
書
』

平
成
17
年

   

● 

木
村
理
郎
『
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
の
変
遷
』

平
成
24
年

山鹿灯籠の献上（明治末～大正時代）
　清酒「天聴」の吉田藤吉は明治 33 年から
多くの金灯籠を天皇陛下などに献上し、そ
の名声を高めた。『新補山鹿市史』より

上がり燈籠（昭和 30年頃）
　『新補山鹿市史』より

明治頃の灯籠奉納台
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街角ぐるっとナビ 
1500人がそれぞれのゴールを目指しました
…第４回「清浦総理顕彰」あんずの丘マラソン大会���３月20日

　菊鹿町のあんずの丘をスタート・ゴールにマラソン大
会を開催し、市内外から約 1500 人のランナーが参加。1.5
㎞、３㎞、10㎞、ハーフの４コースを設け、参加者は
自分に合った距離を思い思いのペースで走りました。
　最長距離のハーフの部をトップでゴールしたのは、東
京農業大学４年の岡山春

は る

紀
き

さん（菊鹿町下永野）。ちょ
うど春休みのため実家に帰っていたそうで、岡山さんは

「予想以上にいいペースで走れました。菊鹿のコースは
懐かしく、気持ち良かったです。沿道の応援がとても温
かく感じました」と笑顔で話しました。
　来年もたくさんの参加をお待ちしています。

ハーフの部、先頭を走る岡山さん（写真中央）

企業・法人との協働の森づくり
…株式会社ブリヂストンと協定の調印　　　����３月31日

九州中学校バレーボール選抜優勝大会で優勝！
…菊鹿中学校男子バレーボール部が市長表敬訪問　　�４月７日

協定書に調印した原島工場長（左）と中嶋憲正市長（右）

報告に訪れた部員と関係者の皆さん

　山鹿市と株式会社ブリヂストンは、協働の森づくりを行う
「エコピアの森 くまもと in 山鹿」プロジェクトを継続する協
定に調印しました。平成 23 年から事業を行っていて、この
たび平成 33 年度までの継続が決定したものです。
　鹿北町岩野と四丁の市有林の一部 12.4 ヘクタールを「エ
コピアの森」と定め、市が行う下刈りや造林などの作業に対
し、株式会社ブリヂストンがその費用を寄附し、また実際に
作業を行うなど、協働で森林の整備や管理をします。
　調印したブリヂストン熊本工場の原島寛

ひろし

工場長は「従業
員が地域とともに森林保全や環境のことを考える活動を行い
たい」と話しました。

　菊鹿中学校男子バレーボール部（谷武
た け

珍
よ し

キャプテン、部
員11人）が３月27、28日に宮崎市で行われた「アシックスカッ
プ第 33 回九州中学校バレーボール選抜優勝大会」に熊本
県代表として出場し、見事 17 年ぶり２回目の優勝。４月２日
に熊本市で行われた「第 29 回熊本第一ライオンズ旗争奪
熊本県中学生選抜バレーボール大会」でも優勝し、中嶋憲
正市長に報告に訪れました。中嶋市長は「皆さんの頑張り
は、山鹿市民の大きな喜び、誇りです」と激励。谷キャプ
テンは「この結果に満足せずに、夏の中体連大会では全
国優勝目指して頑張ります」と今後の意気込みを語りました。
さらなる活躍を期待しています。

左から廣瀬さん、古家さん、中嶋市長、西田さん

水泳全国大会５位入賞！
…西田さん、古家さん、廣瀬さんが市長表敬訪問　４月６日

　西田清
き よ

乃
の

さん（山鹿中３年）、古家純
い と

さん（山鹿中２年）、
廣瀬文

あ や

乃
の

さん（米野岳中２年）が、３月 27 〜 30 日に
東京辰巳国際水泳場で行われた第 38 回全国 JOC ジュニ
アオリンピックカップ春季水泳競技大会に出場。13 〜
14 歳女子 400m フリーリレーで５位入賞の成績を収め、
中嶋憲正市長に入賞報告に訪れました。
　西田さんは「緊張したけど楽しく泳げた。次は個人で
決勝進出したい」と抱負を述べました。中嶋市長は「山
鹿には、皆さんの大先輩でオリンピックに出場した人も
いる。もうすぐ中体連もあるので、この調子でがんばっ
てほしい」と激励しました。
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、

安心して暮らせる福祉のまちを目指して
…平成28年度手話奉仕員養成研修講座開講式　４月12日

、

山鹿の教育振興のために
…石原光

こう

政
せい

さん（平小城出身）から100万円の寄附����４月５日

　手話奉仕員養成研修講座の開講式を鹿本市民セ
ンターで開催し、年齢や職業もさまざまな31 人が参
加。熊本県ろう者福祉協会から講師を迎え、基礎知識
の講話や簡単な実技を行い、参加者は熱心に話を聞
いていました。この講座は「障害のある人もない人も、
地域で支えあい安心して暮らせる福祉のまち」を目指
して取り組む事業の一つです。ことし４月からは障害者
差別解消法も施行され、手話の知識や技術は今後ま
すます重要となります。これから１年間44 回の講座の
中で、聴覚障害に関する知識や手話の実技について、
楽しく学びながらの入門課程、基礎課程を行います。

　自動車整備用機器などを手掛ける群馬県藤岡市
の株式会社スター代表取締役社長石原光政さんか
ら、山鹿市へ100 万円を寄附されました。
　石原社長は「生まれ育った山鹿市に何か恩返し
をしたいと思い、寄附をすることにしました。教育分野
に役立ててください。今後はふるさと納税をしたいと思
うので、制度を充実させて山鹿市のＰＲをお願いしま
す」と話しました。寄附を受け取った中嶋憲正市長は

「石原社長の思いを受け止め、有効に使わせていた
だきます。アドバイスどおり、ふるさと納税も充実させま
す」とお礼を述べました。

実技指導を受ける参加者の皆さん

寄附金の贈呈。左から中嶋市長と石原社長

まだまだあるよ。街角ぐるっとナビまだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

ともに支え合い、誰もがいきいきと輝くまちづくりのために
…山鹿市男女共同参画審議会意見書提出　　　　　　　　３月31 日
　山鹿市男女共同参画計
画の実施状況に関する意
見書などが古江英

ひ で

実
み

会長
と坂口里

さ と

美
み

副会長から中
嶋憲正市長に提出されまし
た。 平 成 28 年 度は計 画
実施の最終年度となるた
め、意見書を基にこれまで
の総括や事業の検証を行
い、新たな計画策定に生
かされます。

左から意見書を読み上げる古江会長と坂口副会長

法務大臣感謝状贈呈
…石貫若

わ か

継
つ ぐ

さん　岩野（鹿北）　人権擁護委員
　石貫さんは平成 19 年４月
１日から３期９年間、人権擁
護委員として人権尊重思想
の普及・高揚に貢献し、平
成 28 年４月１日をもって退任
されました。その功績が認め
られ、法務大臣から感謝状
が贈られました。
　永年の活動に心から感謝
します。

感謝状を手にする石貫さん（左から３人目）

山鹿灯籠のブランド力向上拠点に
…山鹿灯籠民芸館改修工事完成記念式典　　　　　　　  ３月 29 日
　昨年６月から行っていた改修
工事を終え、山鹿灯籠民芸館
がリニューアルオープンしました。
1925（大正14）年に建築以来、
今回が初めての大規模改修。中
央吹き抜け部分に鉄の柱と梁

は り

を
組み立て補強をしたり、展示ケー
スを交換したりしました。国有形
文化財である建物の重厚な外
観はそのままに、外壁は洗浄し、
タイルの補修などを行いました。 テープカットを行う関係者

瑞宝双光章（教育功労）
…髙木久

ひ さ ゆ き

幸さん　山鹿（山鹿）　元山鹿市立米田小学校長
　長年にわたる教職歴の
中で、常に教育に情熱を注
ぎ、生徒や保護者・地域社
会からの信頼を得て職責
を果たし、教育行政の発展
にも尽力されたことが認
められ受章されました。
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1校旗の授与2あいさつする田代校長3誓
いの言葉を述べる林田さん4校章をデザイ
ンした古閑隆

りゅう

一
い ち

さん（左）と校歌を作詞・
作曲した上田三

み

貴
き

子
こ

さん（右）に感謝状を
贈呈5入学式
の様子6新入
生の教室の様
子7全員で校
歌の斉唱

　

４
月
８
日
、
菊
鹿
小
学
校
の
開
校

記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
中
嶋
憲
正
市
長
が
田
代
敬た

か

之ゆ
き

校
長
に
校
旗
を
授
与
。
続
い
て
中

嶋
市
長
が
「
内
田
小
、
六
郷
小
、
城

北
小
の
長
い
伝
統
に
幕
を
下
ろ
し
、

新
た
な
菊
鹿
小
の
出
発
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
培
っ
た
勤

労
精
神
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
、
思

い
や
り
の
心
を
持
ち
、
新
し
い
歴
史

を
築
い
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

田
代
校
長
は
「
閉
校
し
た
３
校
は

地
域
の
中
心
と
し
て
住
民
の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
愛
情
と
誇
り
を
大
切
に
、
地
域
の

良
さ
を
生
か
し
て
新
し
い
学
校
を
つ

く
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

児
童
を
代
表
し
て
、
６
年
の
林
田

英え

実み

奈な

さ
ん
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

の
伝
統
と
誇
り
を
持
ち
、
一
人
一
人

が
や
る
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。
心
一

つ
と
な
っ
た
私
た
ち
は
、
新
た
な
校

風
を
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
り
出
す

た
め
、
３
つ
の
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

『
美
し
い
ふ
る
さ
と
、
地
域
の
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、
心
豊
か

な
小
学
生
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
』『
な
か
よ
く
、
か
し
こ
く
、

た
く
ま
し
く
な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま

す
』『
一
日
一
日
を
大
切
に
、
夢
に

向
か
っ
て
ひ
た
す
ら
に
学
び
続
け
ま

す
』」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。
最

後
に
新
し
い
校
歌
を
斉
唱
し
、
心
を

一
つ
に
し
ま
し
た
。

　

４
月
11
日
に
は
新
た
に
36
人
の
新

入
生
を
迎
え
て
入
学
式
を
開
催
。
全

校
児
童
は
２
４
７
人
と
な
り
、
菊
鹿

小
学
校
の
新
た
な
歴
史
が
幕
を
開
け

ま
し
た
。

菊
鹿
小
学
校
が
開
校

菊
鹿
小
学
校
　
校
歌

作
詞
・
作
曲
　
上
田
三
貴
子

一  

ゆ
る
が
ぬ
姿
の
八
方
ヶ
岳

  

　
　
清
ら
に
流
れ
る
内
田
川

  

　
美
し
き
ふ
る
さ
と
に
は
ぐ
く
ま
れ

  

　
　
心
豊
か
に
育
ち
ゆ
く

  

　
緑
の
丘
の
学
び
舎
は

  

　
　
わ
れ
ら
が
母
校
　
菊
鹿
小
学
校

二  

国
を
守
り
し
鞠
智
城

  

　
　
思
い
は
世
の
た
め
人
の
た
め

  

　
心
を
磨
い
て
身
を
鍛
え

  

　
　
な
か
よ
く
か
し
こ
く
た
く
ま
し
く

  

　
あ
ん
ず
の
丘
の
学
び
舎
は

  

　
　
わ
れ
ら
が
誇
り
　
菊
鹿
小
学
校

三  

明
る
い
未
来
を
築
く
た
め

  

　
　
勇
気
り
ん
り
ん
わ
き
起
こ
る

  

　
誠
の
道
を
ひ
た
す
ら
に

  

　
　
夢
に
向
か
っ
て
学
び
ゆ
く

  

　
輝
く
丘
の
学
び
舎
は

  

　
　
わ
れ
ら
の
希
望
　
菊
鹿
小
学
校

1

4

7

56

23
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健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
初
心
者
講
座

熊
本
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
山
鹿
ク
ラ
ブ

　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
純
粋
に
マ
ー

ジ
ャン
を
楽
し
む
も
の
で
す
。
指
先
や

頭
も
使
い
ま
す
の
で
、
脳
の
活
性
化

に
と
て
も
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
初
心
者
が
対
象
で
す
。
健

康
的
に
マ
ー
ジ
ャン
を
楽
し
み
な
が
ら
、

仲
間
づ
く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
　
６
～
12
月
の
毎
週
火
曜
日

　
午
後
１
時
半
～
午
後
４
時
半

◦�

場
所
　
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦�

年
会
費
　
２
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト山鹿

中
央
病
院

　
無
料
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
５
月
13
日
㈮

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

◦
場
所
　
山
鹿
中
央
病
院

◦�

内
容
　
血
圧
測
定
や
体
脂
肪
測
定
、

介
護
に
便
利
な
物
品
の
展
示
・
販

売
、
管
理
栄
養
士
・
看
護
師
相
談
、

医
療
福
祉
相
談
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
渡
邉

☎（
43
）６
６
１
１

水
餃
子
つ
く
り
講
習
会

鹿
本
町
高
橋
区

　
高
橋
区
公
民
館
主
催
の
「
水
餃
子

つ
く
り
講
習
会
」
を
２
月
14
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
は
中
国
吉
林
省

出
身
の
中
川
麗れ

い
え
い瑛
さ
ん
（
高
橋
区
）

で
、
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
小
麦
粉
を
練
っ
た
後
、
麗
瑛
さ
ん

の
手
際
の
い
い
「
か
わ
」
作
り
に
感

嘆
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
男
性
も

あ
ち
こ
ち
に
小
麦
粉
を
付
け
な
が
ら

第
７
回
端
午
の
節
供

山
鹿
五
節
供
の
会

◦�

日
時
　
５
月
１
日
㈰
　
午
後
２
時

◦
場
所
　
八
千
代
座
交
流
館

◦�

内
容
　
第
一
部
　
三
浦
豊と

よ
み
つ満
と「
Ｊ

Ｃ
グ
ル
ー
プ
」、
第
二
部
　
魅
惑
の

男
性
カ
ル
テ
ッ
ト
「
Ｇ
Ｇ
Ｆ
」（
元

玉
名
市
教
育
長
・
森
義よ

し
お
み臣

さ
ん
）

◦�

入
場
料
　
無
料（
先
着
１
０
０
人
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
大お

お
し
ろ代

☎
０
９
０（
８
９
１
５
）５
３
３
１

看
護
週
間
健
康
イ
ベ
ン
ト

保
利
病
院

◦�

日
時
　
５
月
14
日
㈯

　
午
後
１
時
～
３
時
半
受
け
付
け

◦
場
所
　
保
利
病
院

◦�

内
容
　
身
体
・
血
糖
測
定
、
認
知

症
検
査
、
健
康
相
談
、
動
脈
硬
化
・

骨
粗
し
ょ
う
症
検
査
（
ど
ち
ら
か

一
つ
、
各
25
人
ず
つ
）、
温
泉
開
放

（
午
後
１
時
半
～
３
時
半
）
な
ど

※
来
院
者
に
は
グ
ッ
ズ
進
呈

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
税さ

い

田た

☎（
43
）１
２
１
２

山
鹿
の
に
ぎ
わ
い

も
て
○ま

る

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
朝
市
）

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�
日
時
　
５
月
８
日
㈰

　
　
　
　
午
前
８
時
～
11
時

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯
前
広
場

みんなで楽しく調理しました

奮
闘
、
１
時
間
ほ
ど
で
餃
子
の
形
が

完
成
。ゆ
で
た
後
み
ん
な
で
試
食
し
、

大
満
足
の
出
来
で
し
た
。

　
参
加
し
た
人
か
ら
は
「
年
齢
に
関

係
な
く
餃
子
つ
く
り
が
で
き
、
と
て

も
よ
か
っ
た
。
若
返
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。麗
瑛
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
鹿
本
町
高
橋
区
長
　
原
）

熊
本
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
の
前
座

試
合
に
出
場
し
ま
し
た

菊
鹿
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
保
護
者
会
長

　
３
月
12
日
、
八
代
市
総
合
体
育
館

で
熊
本
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
対
西
宮
ス

ト
ー
ク
ス
戦
の
前
座
試
合
に
出
場
し

ま
し
た
。一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
、

プ
ロ
の
選
手
と
同
じ
コ
ー
ト
で
、
試

合
中
継
の
Ｄ
Ｊ
や
音
楽
の
中
、
い
つ

も
と
は
全
く
違
う
雰
囲
気
の
試
合
を

楽
し
み
ま
し
た
。

前座試合の山鹿小との集合写真（紺色のユ
ニフォームが菊鹿MBC）

別
途
千
円
）

◦�

定
員
　
８
人

※�

経
験
者
は
、
同
日
同
会
場
で
開
催

し
て
い
る
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
山
鹿

ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し

て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
古
家

☎
０
９
０（
２
０
８
８
）６
３
６
９

◦�

内
容
　
野
菜
や
手
作
り
品
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

子
ど
も
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
・
内
容

　
５
月
８
日
㈰
午
前
10
時
～
10
時
半

　�

山
鹿
中
学
校
太
鼓
部

　
山
鹿
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
５
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～
10
時
半

　
子
ど
も
三
味
線
、子
ど
も
灯
籠
踊
り

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯

◦
参
加
費
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
山
本

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を

習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

コ
ス
モ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
会
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま

す
。
基
礎
か
ら

丁
寧
に
指
導
し

ま
す
の
で
、
関

心
の
あ
る
人
は

お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◦�

練
習
日
時
　
第
１
・
３
火
曜
日

　
午
後
７
時
～
９
時

◦
場
所
　
岩
原
の
郷

◦
参
加
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
壇

☎
０
９
０（
３
７
３
８
）７
２
７
９

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時
　
５
月
17
日
㈫
　
午
後
７
時

◦�

内
容
　
ホ
タ
ル
見
物

※
夢
想
庵
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り

◦
会
費
　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
43
）２
２
１
１

　
前
座
試
合
の
後
は
、
エ
ス
コ
ー
ト

キ
ッ
ズ
と
し
て
試
合
を
す
る
選
手
た

ち
を
コ
ー
ト
に
案
内
し
、
一
流
の
選

手
を
間
近
で
見
ら
れ
ま
し
た
。



場広の ●�掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、原稿や写真を山鹿市役所秘書企画課へ
郵送または持参してください。
●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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鹿
校
通
こ
い
の
ぼ
り
ま
つ
り

鹿
校
通
区

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
、
鹿
校
通
公

園
に
毎
年
こ
い
の
ぼ
り
を

掲
揚
し
、
こ
と
し
で
９
回
目
を
迎
え

ま
す
。

◦
期
間
　
５
月
30
日
㈪
ま
で

◦
場
所
　
鹿
校
通
公
園

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
栗
原

☎
０
９
０（
５
９
３
０
）４
０
５
６

Ｆ
Ｃ
ド
ミ
ン
ゴ
鹿
央

ク
ラ
ブ
生
募
集
！

Ｆ
Ｃ
ド
ミ
ン
ゴ
鹿
央

　
山
鹿
市
内
外
の
保
育
園
・
幼
稚
園

の
年
中
児
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
、

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　
各
学
年
に
指
導
者
が
付
き
、サ
ッ

カ
ー
に
関
す
る
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、あ
い
さ
つ
や
礼
儀
作
法
も
し
っ

か
り
指
導
し
て
い
ま
す
。

◦�

練
習
日
時

　

�

園
児
　
水
曜
日
　
午
後
７
時
半
～

８
時
半

山
鹿
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

部
員
募
集
！山

鹿
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
山
鹿
市
内
の
小
学
生
で
あ
れ
ば
男

女
問
わ
ず
誰
で
も
入
部
で
き
ま
す
。５

人
の
指
導
者
に
よ
る
野
球
に
関
す
る

技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、あ
い
さ
つ

や
礼
儀
作
法
も
し
っ
か
り
指
導
し
、心

身
の
鍛
錬
に
励
ん
で
い
ま
す
。ま
ず
は

見
学
・
体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

歌
う
マ
マ
防
災
士

柳
原
志し

保ほ

講
演
会

み
ん
な
で
支
え
合
お
う
〝
か
も
と
〟

　「
私
た
ち
に
今
で
き
る
防
災
（
認

知
症
・
生
活
弱
者
の
方
々
と
共
に
）」

支
え
合
い
を
テ
ー
マ
に
女
性
や
マ
マ

目
線
で
の
誰
で
も
で
き
る
防
災
の
啓

八
千
代
座
子
ど
も
歌
舞
伎
教

室
受
講
生
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

山
鹿
市
民
歌
舞
伎
の
会

　
八
千
代
座
で
歌
舞
伎
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
歌
舞
伎
教
室
受
講
生
】

◦�

対
象
　
幼
児
～
中
学
生

◦�

期
間
　
５
月
～
平
成
29
年
３
月

　
月
２
回
程
度

◦�

受
講
料
　
年
会
費
５
千
円
と
発
表

会
実
費

【
ス
タ
ッ
フ
】

◦�

対
象
　
大
人

◦�

内
容
　
化
粧
、
大
道
具
・
小
道
具

作
り
、
衣
装
着
付
け
、
黒
子
、
音

響
な
ど
の
手
伝
い

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
松
葉

☎
０
９
０（
２
５
０
１
）７
２
５
１

弓
道
教
室
受
講
生
募
集

山
鹿
市
弓
道
協
会

　
社
会
人
を
対
象
に
、
昼
と
夜
の

コ
ー
ス
で
教
室
を
開
き
ま
す
。
経
験

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
弓
具
は
弓

ス
ポ
ー
ツ
教
室
体
験
募
集

（
一
社
）
ス
ポ
ー
ツ
工
房
ク
オ
ラ

　
マ
ッ
ト
運
動
や
鉄
棒
、
跳
び
箱
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
の
指
導

を
行
い
ま
す
。
５
月
中
は
無
料
で
体

験
で
き
ま
す
。

◦�

日
時
・
場
所
　
木
曜
日

　�

午
後
４
時
10
分
～
５
時�

鹿
央
体

育
館
、
午
後
５
時
半
～
６
時
20
分�

鹿
本
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
石
井

☎
０
９
０（
４
９
９
６
）４
０
８
７

ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ス

参
加
者
募
集

慈じ

観か
ん

庵あ
ん

◦�

日
時
　
第
１
・
第
３
日
曜
日

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

◦�

場
所
　
慈
観
庵

◦�

内
容
　
西
洋
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

肉
料
理
と
お
菓
子
作
り

◦�

参
加
費
　
１
回
２
千
円
（
別
途
材

料
費
が
必
要
）

◦�

定
員
　
６
人
（
先
着
順
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
大
見

☎
０
９
０（
７
３
９
５
）１
２
０
８

第
８
回

山
鹿
・
湯
の
端
美
術
展

山
鹿
・
湯
の
端
美
術
会

　
身
近
に
あ
る
蔵
跡
や
町
屋
に
展
示

し
、
豊
前
街
道
の
街
並
み
と
共
に
作

品
を
楽
し
み
ま
す
。
今
回
は
「
本
の

い
場
所
」を
テ
ー
マ
に
絵
画
や
彫
刻
、

写
真
な
ど
が
集
ま
り
ま
す
。

◦�

日
時
　
５
月
１
日
㈰
～
５
日
㈷

　�

午
前
11
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

◦
場
所
　
天て

ん
ち
ょ
う聽
の
蔵
ほ
か
18
カ
所

◦�

入
場
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
木
部

☎
０
８
０（
６
４
２
６
）４
５
１
９

　�

小
学
１
～
３
年
生
　
水
・
金
曜
日

午
後
７
時
半
～
９
時

　�

小
学
４
～
６
年
生
　
月
・
水
・
金

曜
日
　
午
後
７
時
半
～
９
時

◦�

場
所
　
鹿
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
米
野

岳
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※�

時
間
・
場
所
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
松
井

☎
０
９
０（
９
５
７
７
）５
５
２
９

◦�

練
習
日
時
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日�

午
前
８
時
半
～
午
後
１
時
、

　
水
・
木
曜
日
　
午
後
７
時
～
９
時

◦�

場
所
　
鹿
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

※�

時
間
・
場
所
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
中
原

☎
０
９
０（
８
６
６
５
）７
４
０
２

道
協
会
で
準
備
し
、
受
講
料
も
無
料

で
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◦�

期
間
　
６
月
３
日
㈮
～
９
月
30
日

㈮
　
毎
週
火
・
金
曜
日

◦
時
間
　
昼
　
午
前
10
時
～
11
時
半

　
　
　
　
夜
　
午
後
７
時
半
～
９
時

◦�

場
所
　
山
鹿
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
弓
道
場

◦
問
い
合
わ
せ
先
　

☎（
43
）３
１
６
２
（
江
上
）

☎
０
７
０（
５
４
１
５
）５
４
４
４

（
打う

ち

浪な
み

）

発
活
動
を
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
　
５
月
28
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

参
加
費
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
田
中

☎（
46
）５
０
７
５
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き
れ
い
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

が
咲
き
ま
し
た

日
渡
自
治
公
民
館

　
日
渡
地
区
で
は
、
３
月
27
日
に
行

わ
れ
た
全
国
高
校
生
自
転
車
競
技
大

会
に
備
え
て
、
コ
ー
ス
沿
い
の
日
渡

花
壇
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
７
５
０
本
を

植
え
ま
し
た
。
大
会
当
日
に
見
頃
を

迎
え
、
色
と
り
ど
り
に
美
し
く
咲
い

た
花
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
魅
入
っ

て
い
ま
し
た
。

合
氣
道
の
会
員
募
集親徳

館
合
氣
道

　
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
あ
る
人
は
お
気
軽
に
稽
古
の
見

学
・
体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
稽
古
日
時
　
毎
週
金
曜
日

　
午
後
７
時
半
～
９
時

◦
場
所
　
山
鹿
市
民
武
道
館

◦
会
費
　
３
千
円
／
月

※�

都
合
に
合
わ
せ
て
県
内
各
道
場
で

何
回
で
も
稽
古
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
見
学
・
体
験
は
無
料
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
本
田

☎
０
９
０（
８
４
１
０
）２
７
２
７

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶野満天作品展
　期間　５月２日㈪〜 14 日㈯
▶鹿北水彩画クラブ作品展
　期間　５月 16 日㈪〜 31 日㈫

※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

新会長のもと生涯スポーツへ
山鹿市ソフトボール協会

　協会長として、42 年の長きにわたり貢献さ
れた竹下保

やす ひ ろ

浩氏が勇退され、今年度からは池
田清

きよ

人
と

氏が新会長に就任しました。新会長の
もと、ソフトボールが子どもから高齢者まで、
生涯スポーツとして愛される環境づくりに貢
献したいと考えています。
　山鹿地区では 40 代までは県民体育祭予選大会などがあり
ますが、50 代では県登録チームもなく、ほとんどが引退さ
れます。幸い 60 代では〝ＳＣ山鹿〟や〝フレンズ熊本〟が
あり、各大会で実績を重ねています。
　チーム継続には地道で人知れぬ苦労もありますが、陰なが
ら協力しています。今後は50代のチーム誕生を強く期待し、
そのことで若い人や40〜60代、さらにその上と、一本のレー
ルを敷いた環境づくりに取り組み支援していきます。

◦�問い合わせ先
　山鹿市ソフトボール協会事務局　中満　　　� ☎ (32)3111
　ＳＣ山鹿・フレンズ熊本　谷　　� ���� 　☎ 090(9572)8486

手作り雑貨はちや＆ギャラリー
問☎ 090(5747)5136（小川）

▶高見憲子　笑
え も じ

文字作品展
　期間　５月１日㈰〜６月 26日㈰
　時間　10：00 〜 17：00
　　　　（金・土・日曜日のみ）

鹿本市民センター（ひだまり）
問☎ 080(1547)2241（池田）

▶「写団不動岩」第７回写真展
　期間　５月 21日㈯〜 29 日㈰
　時間　10：00 〜 17：00

蔓薔薇　　　　　　　 　問☎(43)8920

▶梶田良二・廣瀬恵子　二人展
　期間　５月 31日㈫まで
　時間　11：00 〜 18：00
※�第２火曜日、毎週水曜日は定休。
　金・土曜日は 21：00 まで。

鉄
旅
ｉ
ｎ
や
ま
が

鉄
道
倶
楽
部

　
昔
、
山
鹿
に
は
汽
車
が
走
っ
て
い

ま
し
た
。
全
線
廃
線
か
ら
50
年
以
上

た
っ
た
鹿
本
鉄
道
、
今
静
か
に
そ
の

歴
史
が
紐
解
か
れ
ま
す
。

◦�

日
時
　
５
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

◦�

場
所
　
天て

ん

聽ち
ょ
うの

蔵

◦�

内
容
　
鉄
道
写
真
・
国
鉄
工
場
の

銘
板
・
模
型
な
ど
の
展
示
、
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
（
乗
車
で
き
ま
す
）、
川か

わ

平ひ
ら

太た

船ぶ
ね

の
再
現
模
型
や
「
菊
池
川
流

域
の
魅
力
再
発
見
」
展
示
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
紹
介
な
ど

◦�

入
場
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
木
下

☎
０
９
０（
８
３
９
３
）９
７
１
３

池田清人新会長

八
千
代
座
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
募
集

や
ま
が
文
化
の
芽

◦�

募
集
公
演
　Team

申さ
る

番
外
公
演

Ⅳ
男
た
ち
の
棲す

み

家か

八
千
代
座
公
演

◦�

日
時　

５
月
24
日
㈫
～
26
日
㈭

　

正
午
～
午
後
５
時

◦�

参
加
資
格　

山
鹿
が
大
好
き
で

八
千
代
座
公
演
に
興
味
が
あ
る
人

◦�

申
し
込
み
方
法　

八
千
代
座
に
設

置
し
て
い
る
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い。

◦�

募
集
期
限　

５
月
７
日
㈯

◦�

問
い
合
わ
せ
先
　
前
田

☎
０
９
０（
９
５
７
３
）６
４
２
３

　

 E-m
ail　

bunkanom
e@

gm
ail.

com
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市　民　文　芸

肥
後
狂
句

短
　
歌

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

二
月
例
会

互
選
句

大
相
撲
　
や
っ
と
日
の
丸
お
が
ま
れ
た

中
島
　
絢
子

大
相
撲
　
し
ま
え
に
ゃ
飯
も
食
わ
っ
さ
ん

中
川
　
正
子

大
相
撲
　
テ
レ
ビ
の
前
の
砂
か
ぶ
り

荒
平
　
　
峠

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

三
月
例
会

竹
下
賀
松
選

眠
ら
れ
ん
　
き
っ
と
救
援
隊
は
来
る

藤
本
　
白
扇

手
際
の
よ
さ
　
刑
事
唸
ら
す
そ
の
手
口

荒
木
又
衛
門

春
が
来
た
　
野
山
の
裾
は
七
変
化荒

木
ト
ン
ボ

頭
ん
痛
か
　
独
身
貴
族
三
姉
妹

荻
　
　
正
好

運
動
不
足
　
当
選
圏
に
入
っ
と
ら
ん

酒
井
誠
之
助

岡
田
真
青
選

春
が
来
た
　
球
音
響
く
甲
子
園

遠
藤
　
上
気

頭
ん
痛
か
　
披
露
宴
で
の
席
次
決
め

勢
田
　
稲
光

運
動
不
足
　
な
ん
ば
し
た
っ
ち
ゃ
が
ほ
ん
に
ゃ
ア

星
子
　
春
久

手
際
の
よ
さ
　
技
が
見
せ
ま
す
眼
鏡
橋

落
合
　
万
吉

春
が
来
た
　
待
ち
に
待
っ
て
た
ラ
ン
ド
セ
ル

古
里
イ
ツ
代

鹿
本
短
歌
会　

三
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

二
人
し
て
う
か
ら
に
古
希
を
祝
は
る
る
神か

う

園ぞ
の

山や
ま

の
冬
葉
照
ら
ふ
日
　
　
　
大
友
　
清
子

星
冴
ゆ
る
や
よ
ひ
の
庭
に
見
上
ぐ
れ
ば
ミ
モ
ザ
の
黄
の
夜
目
に
明
る
し
　
今
村
久
美
子

寒
椿
に
群
が
り
密
吸
う
日
本
蜂
枝
を
手
折
れ
ど
刺
す
こ
と
も
な
く
　
　
　
吉
岡
　
孝
子

石
人
短
歌
会　

三
月
例
会

富
田
豊
子
選

早
朝
を
娘
の
応
援
「
が
ん
ば
れ
」
と
旗
ふ
り
続
く
る
お
城
マ
ラ
ソ
ン
　
　
三
森
　
京
子

今
日
は
節
分
私
の
心
の
中
に
ゐ
る
お
し
や
べ
り
の
鬼
追
ひ
出
さ
む
日
か
　
松
岡
み
ち
え

老
い
の
身
の
す
る
こ
と
も
無
く
こ
も
る
日
日
今
日
は
短
歌
会
う
す
く
紅
さ
す�

鬼
木
　
芳
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　
四
月
例
会

二
度
三
度
季
節
を
急
か
せ
る
雨
降
り
て
山
ざ
く
ら
花
気
が
付
け
ば
葉
に
　
横
尾
　
ト
シ

さ
く
ら
花
菜
の
花
群
の
競
い
咲
く
そ
の
花
道
を
あ
て
も
な
く
ゆ
く
　
　
　
鶴
田
　
美
昭

呼
び
交
ひ
て
募
る
風
雨
に
夜
半
目
覚
め
春
の
嵐
を
絵
の
ご
と
く
聴
く
　
　
関
　
ケ
イ
子

鹿
北
短
歌
会　

四
月
詠
草

蕗
の
と
う
摘
め
ば
あ
わ
け
き
さ
み
ど
り
の
た
ち
く
る
か
お
り
春
は
す
ぐ
そ
こ�

弓
掛
む
つ
子

辺
春
路
の
孟
宗
園
の
荒
れ
目
だ
ち
竹
藪
ば
か
り
連
な
り
て
見
ゆ
　
　
　
　
島
北
　
鎌
岳

卑
劣
な
る
ベ
ル
ギ
ー
テ
ロ
の
映
像
に
光
失
せ
た
る
満
月
浮
か
ぶ
　
　
　
　
貞
熊
喜
美
子

菊
鹿
短
歌
会　

三
月
詠
草

満
月
の
い
ざ
な
う
雲
の
朱
に
染
ま
り
う
す
き
明
か
り
に
大
木
も
は
な
や
ぐ
　
渕
上
ヨ
シ
子

夕
ぐ
れ
に
は
や
葉
を
閉
じ
る
合
歓
の
木
も
朝
の
目
覚
め
に
淡
き
花
咲
く
　
富
田
　
龍
子

か
た
く
な
に
乙
女
椿
は
蕾
な
り
寒
の
も
ど
れ
る
う
つ
つ
は
弥
生
　
　
　
　
片
山
　
陽
子

鹿
央
短
歌
会　

三
月
作
品

寒
暖
の
う
つ
り
激
し
き
睦
月
尽
雪
降
り
し
き
る
沖
縄
ま
で
も
　
　
　
　
　
木
下
　
精
子

植
木
市
求
む
る
目
当
て
は
榊
苗
ぐ
る
ぐ
る
巡
り
老
夫
婦
よ
り
買
ふ
　
　
　
森
　
　
道
子

頬
白
の
巣
の
跡
の
ぞ
け
ば
巧
み
な
り
つ
つ
じ
の
枝
の
冬
枯
れ
の
中
　
　
　
東
　
よ
り
子

三
岳
短
歌
会　

三
月
例
会

ガ
ラ
ス
越
し
に
見
て
ゐ
る
沙
羅
の
冬
の
枝
あ
る
か
な
き
か
の
風
触
れ
て
ゆ
く��

有
働
　
恵
子

枯
れ
は
て
し
芒
の
野
辺
を
い
た
は
る
か
春
の
朝
靄
淡
く
か
か
り
て
　
　
　
巣
山
志
津
子

久
び
さ
の
春
日
と
な
り
て
布
団
干
す
ほ
つ
こ
り
な
る
を
頭
に
の
せ
部
屋
へ
　��

立
山
　
〆
子

俳
　
句

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

お
ぼ
ろ
夜
の
ベ
ー
ル
に
浮
ぶ
熊
本
城
　
　
　
松
本
　
洋
子

ク
レ
ソ
ン
の
伸
び
て
川
幅
狭
く
な
り
　
　
　
岩
井
　
照
代

下
萌
の
土
手
に
画
帳
を
広
げ
た
り
　
　
　
　
岡
崎
小
貴
子

鹿
本
町
俳
句
教
室　

三
月
例
会

利
光
釈
郎
選

啓
蟄
や
空
飛
べ
る
虫
飛
べ
ぬ
虫
　
　
　
　
　
坂
本
　
礼
子

野
仏
の
真
上
に
揺
る
る
藪
椿
　
　
　
　
　
　
小
原
　
洋
子

せ
せ
ら
ぎ
に
我
が
影
ゆ
る
る
長
閑
か
な
　
　
藤
永
　
郁
代

山
鹿
俳
句
会　

四
月
例
会

利
光
釈
郎
選

春
寒
や
ほ
っ
と
切
れ
た
る
数
珠
の
糸
　
　
　
坂
田
　
貞
子

春
泥
を
道
に
零
し
て
耕
運
機
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
律
子

花
の
下
夫
押
す
妻
の
車
椅
子
　
　
　
　
　
　
園
田
す
み
子
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『やまが肝いりどん』通信
～～～肝いりどんよりお祝いのメッセージ～～～
男性担当肝いりどん
　とてもうれしいです。幸せになってください。奥さ
んを大事にしてください。
女性担当肝いりどん
　お互いに、いたわり助け合い、健康で明るい家庭を
築いてください。輝きに満ちたすばらしい人生を送ら
れることをお祈りします。

☆登録をお考えの方へ☆
　50 歳未満の人で、山鹿市内に住んでいるか、結婚
後に山鹿市に居住する人であれば、登録できます。申
し込みは地域生活課か、お近くの肝いりどんまでご相
談ください。

問地域生活課　☎ (43)1114

～～～私たち結婚しました～～～
昨年度、結婚された夫妻を紹介します。
♥登録しようと思ったきっかけは？
夫：友人に勧められて。
妻：一人は寂しいから。
♥お互いの第一印象は？
夫：おおらかで優しそう。
妻：話しやすくて、考え方が合うような気がしました。
♥担当肝いりどんの印象は？
夫：話しやすくて、あっさりされている。
妻：みなさん優しい人たちばかりだと思います。
♥まだ登録されていない独身者（男性・女性）へひと言
夫：登録してみないと、縁が広がらない。
妻：出会いの場があって、いいと思います。

　「春待岬」に建つ洋館。そこに住む
少女に、ぼくは一目惚れした。けれど、
彼女は “ 時の檻 ” にとらわれていた…。
熊本県生まれの人気作家、梶尾真治の
最新刊です。（代表作「黄泉がえり」は
映画化されました）

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・こども上映会
　「ムーミン ママの巻〜ムーミンママの庭」
　▷５月７日㈯　午後３時から（100 分）
山鹿市民交流センター中会議室１

・図書館 de シネマ
　「猫侍」
　▷５月22日㈰　午後２時から（100 分）
ひだまり図書館

・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷５月７日㈯・14日㈯・21日㈯・28日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷５月３日㈷・10日㈫・17日㈫・24日㈫・31日㈫
・ 童話発表会に関する展示「語ってみませんか」
・ 山鹿の情報発信課「健康増進課」から特定

健診・がん検診のお知らせ
こもれび図書館　

・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷５月７日㈯・14日㈯・21日㈯・28日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷５月５日㈷・12日㈭・19日㈭・26日㈭
・郷土コーナー展示【化石が語る世界】
  協力/山鹿市立博物館・浅ノ藪資料館（古家修さん）

休
館
日

ひだまり図書館
▷５月９日㈪・16日㈪・23日㈪・30日㈪
こもれび図書館

▷５月11日㈬・18日㈬・25日㈬
問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

　認知症の人は、記憶が失われていく
「引き算の世界」に住んでいます。だ
から私たちが、その世界に合わせて「引
き算」を使った言葉かけをすればいい
のです。ベテラン相談員が考えた「引
き算」の介護を、漫画を交えて解説。

『認知症の人がスッと落ち着く言葉かけ』
右馬埜節子 /著　講談社 /出版

【ひだまり】
【こもれび】

　ゆうちゃんの家の飼い猫・ミーちゃ
んがもうすぐ赤ちゃんを産む。猫の出
産に立ち会う２人の女の子と、命の
誕生を描く心ふるえるおはなし絵本。
“ コッコさん ” でおなじみの片山健の
新刊です。

『あったかいな』
くすのきしげのり/著　片山健 /絵　廣済堂あかつき/出版

『杏奈は春待岬に』
梶尾真治 /著　新潮社 /出版

新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】
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第９回

エ
ピ
ソ
ー
ド
⑴

　

前
回
は
「
忠
臣
蔵
」
の
物
語
の
誕
生
と
現
在
ま
で
続
く
、
日

輪
寺
で
の
供
養
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
細
川
家
に

お
預
け
と
な
っ
た
赤
穂
浪ろ

う

士し

ゆ
か
り
の
２
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

徳と
っ
く

利り

の
別
れ

　

忠
臣
蔵
の
物
語
の
中
に
「
赤あ

か

垣が
き

源げ
ん

蔵ぞ
う

、
徳
利
の
別
れ
」
と
い

う
講
談
な
ど
の
題
材
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
話
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
浪
士
の
一
人
、
赤
垣
源
蔵
が
討
ち
入
り
の
前
夜
、

暇い
と
ま

乞ご

い
（
別
れ
）
の
た
め
兄
の
家
を
訪
ね
た
も
の
の
、
兄
が
不

在
だ
っ
た
た
め
兄
嫁
に
頼
ん
で
兄
の
羽は

織お
り

を
出
し
て
も
ら
い
、

羽
織
を
兄
に
見
立
て
て
別
れ
の
杯

さ
か
ず
きを
交
わ
す
と
い
う
話
で
す
。

　

こ
の
話
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
討
ち
入
り
後
、
細
川
家
に

預
け
ら
れ
た
赤あ

か

埴ば
ね

源げ
ん

蔵ぞ
う

と
い
う
浪
士
で
す
。
し
か
し
、
実
際
の

源
蔵
に
は
兄
は
お
ら
ず
、
お
酒
は
苦
手
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
「
徳と

っ
く

利り

の
別
れ
」
は
後
世
の
創
作
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
元
と
な
っ
た
出
来
事
と
し
て
細
川
家
と
同

じ
く
浪
士
た
ち
を
預
か
っ
た
松
山
藩
の
記
録
に
次
の
話
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

源
蔵
は
討
ち
入
り
の
三
日
前
、
妹
の
嫁と

つ

ぎ
先
で
あ
る
田
村
縫ぬ

い

右え衛
門も

ん

の
家
を
訪
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
事
情
を
知
ら
な
い
縫

右
衛
門
の
父
か
ら
「
主
君
の
敵
も
討う

た
な
い
者
が
立
派
な
服
装

を
し
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
叱
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
源
蔵
が
「
遠
方
へ
行
く
こ
と
と
な
り
、
次
に
い
つ
会
え
る

か
分
か
ら
な
い
の
で
あ
い
さ
つ
に
来
ま
し
た
」
と
話
す
と
縫
右

衛
門
が
「
そ
れ
で
は
お
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
源
蔵

も
そ
れ
に
応
え
ま
し
た
。
縫
右
衛
門
は
「
い
つ
も
は
酒
を
飲
ま

な
い
の
に
今
日
は
（
珍
し
く
）
飲
む
の
で
す
ね
」
と
言
っ
て
、

源
蔵
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
数
日
後
、
討
ち
入
り
に
源
蔵
が
加

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
縫
右
衛
門
や
そ
の
父
親
ら
は「（
源

蔵
の
覚
悟
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ず
）
面め

ん

目ぼ
く

な
い
」
と
言
っ
て

嘆
き
悲
し
み
ま
し
た
…
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
堀ほ

り

内う
ち

伝で
ん

右え
衛
門も

ん

覚お
ぼ
え

書が
き

」
に
は
源
蔵
の
こ
と
は
あ
ま
り
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
切
腹
の
二
日
前
の
元げ

ん

禄ろ
く

16

（
１
７
０
３
）
年
２
月
２
日
の
部
分
に
「
下げ

戸こ

」
と
し
て
吉
田

忠ち
ゅ
う

左ざ

衛え

門も
ん

、
間ま

瀬せ

久き
ゅ
う

太だ

夫ゆ
う

、
小お

野の

寺で
ら

十じ
ゅ
う

内な
い

、
堀ほ

り

部べ

弥や

兵ひ
ょ
う

衛え

の

名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い

て
、
そ
の
中
に
源
蔵
の
名

前
は
な
い
の
で
、
全
く
お

酒
が
飲
め
な
か
っ
た
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

討
ち
入
り
蕎そ

麦ば

　

さ
て
、
忠
臣
蔵
で
は
討
ち
入
り
の
前
夜
に
浪
士
た
ち
全
員
が

蕎
麦
屋
に
集
ま
っ
て
蕎
麦
を
食
べ
る
場
面
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
物

語
に
出
て
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
「
討
ち
入
り
蕎
麦
」
と
し

て
山
鹿
市
の
義
士
祭
を
は
じ
め
全
国
の
義
士
供く

養よ
う

な
ど
で
蕎
麦

が
振
る
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
は
浪
士
た
ち

全
員
が
一
緒
に
蕎
麦
を
食
べ
た
と
い
う
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

討
ち
入
り
後
、一
人
生
き
残
っ
た
寺て

ら

坂さ
か

吉き
ち

右え衛
門も

ん

の
記
録「
寺

坂
信の

ぶ

行ゆ
き

筆ひ
っ

記き

」
に
は
吉
田
忠
左
衛
門
と
そ
の
息
子
の
沢さ

わ

右え
衛

門も
ん

、
原は

ら

惣そ
う

右え衛
門も

ん

ほ
か
６
、７
人
が
（
江
戸
）
両
国
の
亀
田
屋

と
い
う
茶
屋
で
蕎
麦
切
り
を
食
べ
た
と
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
茶
屋
を
後
に
す
る
と
、決
め
ら
れ
た
場
所
へ
と
集
ま
り
、

討
ち
入
り
へ
向
か
っ
た
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
時
代
ご
ろ
か
ら
現
在
と
同
じ
よ
う
な
麺
の
状
態

の
蕎
麦
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
一
般
的
だ
っ
た
蕎
麦
が
き
（
蕎
麦
粉
を
か

た
ま
り
状
に
し
た
も
の
）
と
区
別
す
る
た
め
、
麺
状
の
蕎
麦
は

「
蕎
麦
切
り
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課　

☎（
43
）１
６
５
１

３
千
円
の
エ
ア
コ
ン
洗
浄
を
頼
ん
だ
ら
、

高
額
な
別
作
業
も
追
加
す
る
こ
と
に
…

【
事
例
】

　
「
３
千
円
で
エ
ア
コ
ン
の
洗
浄
を
し
ま
す
」
と
電

話
が
あ
っ
た
の
で
依
頼
し
た
。
作
業
終
了
後
、
担
当

者
に
「
風
呂
掃
除
が
大
変
だ
」
と
話
し
た
ら
「
汚

れ
防
止
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す
れ
ば
楽
だ
」
と
勧
め

ら
れ
た
。「
１
カ
月
６
千
円
の
支
払
い
」
と
言
わ
れ
、

60
回
払
い
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
、
作
業
は
そ
の

日
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。
後
で
契
約
書
を
よ
く
見
た

ら
、
支
払
い
総
額
が
約
37
万
円
と
高
額
で
あ
り
、
安

易
だ
っ
た
と
後
悔
し
て
い
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�

低
価
格
だ
か
ら
頼
ん
だ
の
に
、
作
業
後
に
高
額
な

別
契
約
を
追
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
追
加
の
契
約
は
そ
の
場
で
は

決
め
ず
、本
当
に
必
要
か
ど
う
か
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

●
　�

特
に
、
業
者
が
室
内
に
入
る
場
合
は
、
断
り
に
く
い

状
況
に
な
り
が
ち
で
す
。
な
る
べ
く
家
族
や
周
り
の

人
に
付
き
添
っ
て
も
ら
い
、
一
人
で
対
応
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
　�

契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど

が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
め

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）１
５
７
９

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

泉岳寺に残る赤埴源蔵の墓
（東京都港区）
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問環境課��☎(43)7211

環境だより環境だより

特
定
外
来
種
の

「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」
を

駆
除
し
ま
し
ょ
う

法
律
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
日
本
の
生
態
系
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
植
物
と
し
て
、
外
来

生
物
法
に
よ
る
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
、

栽
培
、
運
搬
、
販
売
、
野
外
に
放
つ
こ
と
な
ど
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
特
徴

　
● 

高
さ
は
30
～
70
㎝
、
開
花
期
は
５
月
～
７
月

　
● 

葉
の
形
が
特
徴
的
で
、
4
月
の
成
長
初
期
は
く

つ
べ
ら
型

　
● 

５
月
は
楕だ

円え
ん

形け
い

の
小
葉
が
５
枚
程
度
、
複
葉
は

茎
か
ら
対
生
に
生
え
、
葉
の
両
面
に
は
荒
い
毛

が
生
え
て
い
ま
す
。

▼
紛
ら
わ
し
い
花

　
● 

キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
…
葉
の
形
が
ヨ
モ
ギ
の
よ
う

　
● 

ホ
ソ
バ
ハ
ル
シ
ャ
ギ
ク
…
花
は
同
じ
だ
が
葉
が

細
い

駆
除
の
方
法

　

庭
な
ど
に
生
え
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
駆
除
し

ま
し
ょ
う
。
処
理
す
る
と
き
は
、
根
か
ら
引
き
抜
い

た
も
の
を
２
～
３
日
天
日
に
さ
ら
し
て
枯こ

死し

さ
せ
た

後
で
、「
燃
や
す
ご
み
」と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

場
所
に
よ
っ
て
は
、
除
草
剤
に
よ
る
駆
除
も
効
果

的
で
す
。
広
げ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
種
子
を
付

け
る
前
に
駆
除
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

オオキンケイギクが群生している様子。在来種の生育場所を奪います。
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　　　　　　日本一の学校を目指して！山鹿中学校

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

　本校では、生徒が主体
となり、自治的な活動を
充実させています。体育
大会や文芸発表会、集会
活動などでは、生徒会執
行部がリーダシップを発
揮して、企画や準備、運
営を行います。また、朝
からのあいさつ運動とボ
ランティア活動を学級毎
に行う、通称「愛ボラ運
動」では、地域の大宮神
社周辺の清掃を行った
り、校門で大きな声であいさつを交わしたりしています。
　体育部と文化部を合わせて 26 ある部活動も大変活
発です。「あきらめない�絶対に�あきらめない！」と
いう山鹿中学校の合い言葉である山中スピリッツを念
頭に置いて、それぞれの目標に向かって努力していま
す。駅伝や弓道、合唱、吹奏楽など九州・全国大会出

場の部活動も多数あり、互いの部活動が切
せっ

磋
さ

琢
た く

磨
ま

しな
がら頑張っています。
　そのような山鹿中学校を支えようと、昨年度は「さ
くら会（学校応援団）」が発足しました。クラスに花
を飾ったり、読み聞かせを行ったりしていただき、生
徒たちがとても喜んでいます。
　このように地域の協力も得ながら、常に生徒が主体
となって積極的に活動し、山鹿中学校を日本一の学校
にしていきたいと思います。

さくら会による読み聞かせ

「子育て応援の店」
登録店

岳間郵便局　鹿北町

ミルク用のお湯の提
供・おむつ交換と授
乳場所の提供・子ど
もへの声掛け・見守
りなど

　日に日に暖かくなり、外出が楽しい季節になりました。うっかりすると紫外線による日焼けや、汗をかく
ことで肌トラブルを起こしてしまいます。
　デリケートな赤ちゃんや子どもの肌を健やかに保つために、紫外線対策や毎日のケアを大切にしましょう。

　１年のうちで
も、5 〜 9 月 は
特に紫外線の多
い時期です。外
に出るときは、
必ず帽子をかぶりましょ
う。帽子は、つばが広く、
通気性のよい素材のものが
おすすめです。

　おむつかぶれ第一の予防は、おしりを清潔に
保つこと。おむつはこまめにかえましょう。か
ぶれがみられたら、できればおむつ交換のたび
に患部をぬるま湯でぬらした布で拭いてあげま
しょう。水分が残らないように気をつけるのも

ポイントです。乾いた布でこす
るのは禁物です。大便のときは、
脱脂綿にベビーオイルを含ませ
て拭くのがよいでしょう。

◦山鹿中学校データ◦　池田幸春校長　生徒数661人

朝からの愛ボラ運動

赤ちゃんや子どもの肌を守りましょう

おむつかぶれしてませんか？ 帽子をかぶろう！
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　３月、娘の卒園とともに、保護
者としても７年間お世話になっ
た米田保育園を卒園しました。
お兄ちゃんのころからお世話に
なり、末の娘に至っては６年３
カ月。入園当初、先生の背中にお

ぶられ園庭や堤防を散歩する姿を懐かしく思います。
物心ついたころにはもう保育園での生活が当たり前に
なり、泣くこともなく喜んで通ってくれることをうれ
しく思う反面、申し訳なく思うこともありました。
　米田保育園での生活では同
じクラスの子どもたちとのコ
ミュニケーションや自分の気
持ちを伝える力、相手の思い
を聞く心が身に付き、大きな
成長を感じます。また、中学
生のお兄さんお姉さんや、デイサービスのおじいちゃ
んおばあちゃんとの交流など、幅広い交流や体験がで
きたことは子どもにとっても宝になりました。
　これからも子どもたちにたくさんの体験の場を与
え、笑顔で過ごせる保育園を期待します。

保護者　村井里
さと

美
み

　山鹿中央保育園では「おはようございます」と、朝
から元気な声が聞こえてきます。“立ち止まって相手
の目を見てあいさつする習慣を付けよう ”という取り
組みを行い、最初は声が小さく、歩
きながらあいさつをしていた子ども
たちでしたが、毎日繰り返していく
うちに保護者の皆さんが驚くほど大
きな声で、立ち止まってあいさつす
ることができるようになりました。
　お兄さんお姉さんのかっこいいあいさつを見て、小
さなクラスの子どもたちもまねをするようになり、今
では立ち止まり指先まで伸ばし、元気なあいさつが聞
かれるようになりました。
　また、子どもたちは園内だけではなく、園外へ出て
地域の皆さんに出会った時も、元気よく「おはようご
ざいます」「こんにちは」とあいさつをし、そこから「ど

こに行くとね」や「何歳ね」と会話が
広がり、交流を楽しんでいます。
　あいさつは、人と人をつなげる第一
歩です。これからも大人が手本となり、
気持ちの良いあいさつができる子ども
を育てていきたいと思います。

　平成 25 年４月に開校した鹿北小学校も、ことしで
４年目を迎えています。
　昨年度より鹿北小学校では、６年生を中心に「すて
きな鹿北小」を目指して、次の２つのことを中心に頑
張っています。

【あいさつバトン】
　６年生は登校したらすぐに、正面玄関で「あいさつ
運動」を頑張っています。また鹿北委員会では、各学
級での「あいさつチェック」を行い、頑張った学級の
紹介しています。さらに「あいさつバトン」と称して、
あいさつが上手な
子どもたちを放送
で紹介し、あいさ
つの輪を広げてい
き「あいさつバト
ン」をつないでい
ます。

　つなごう　あいさつバトン
　おそうじ「グリーンカード」〜縦割り班の無言掃除〜鹿北小学校

一日のスタートは「あいさつ」から
山鹿中央保育園☎ (44)3653

笑顔で過ごせる保育園
米田保育園☎ (43)1159

【おそうじ「グリーンカード」〜縦割り班の無言掃除〜】
　縦割り班による無言掃除に、昨年から取り組んでい
ます。高学年の指導よろしく、低・中学年も一生懸命
廊下を拭き上げ、無言で掃除を頑張っ
ています。また、懸命に頑張ってい
る子どもたちには「グリーンカード」
という賞賛のカードを、担当教師な
どが渡します。グリーンカードが何
枚かたまると「お掃除マスター」と
して認められます。
　子どもたちの頑
張りと先生たちの
アイデアで「笑顔
と輝き」いっぱい
の鹿北小の子ども
に育っています。

◦鹿北小学校データ◦　小川芳和校長　児童数133人

大きな声であいさつします

おじぎもバッチリ！

縦割り班掃除「グリーンカード渡し」
つなごう　あいさつバトン

グリーンカード

野菜の収穫体験

中学生との交流
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
８ ９ 10 11 12 13 14

１歳６カ月児健診
26年９月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

15 16 17 18 19 20 21
３〜４カ月児健診
28年１月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
27年９月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

すくすく学級
27年６月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
27年６月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
25年１月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

22 23 24 25 26 27 28
３〜４カ月児健診
28年１月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
26年９月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
25年１月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

29 30 31
７〜８カ月児健診
27年９月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

５健康カレンダー
月

◦ 乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦ 母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
過去の妊娠・出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

●● ● こどもの日憲法記念日 みどりの日

　世界保健機構（ＷＨＯ）は、たばこを吸わないことが一
般的な社会習慣となることを目指し、さまざまな対策を行
うなかで、世界禁煙デーを定めました。
　喫煙は、肺がんのほか、口

こうくう

腔、咽
いんとう

頭、食道、胃、ぼうこ
うなどのがんや、妊娠に関連した異常（流産・早産・低体
重児の出生）などとの関連が指摘されています。
　周囲の非喫煙者も喫煙者のたばこの煙を吸うこと（受動
喫煙）によって、がんなどの危険性が高くなります。
　たばこの煙には約 200 種類の有害物質が含まれていま
す。たばこをやめられないのは、たばこに含まれる ｢ニコ
チン｣ の持つ強い依存性が原因です。喫煙習慣は ｢ニコチ
ン依存症｣ といわれ意思の力だけでは禁煙が難しく、治療
が必要な病気とされています。
　喫煙している人は、禁煙について一度考えてみませんか。

５月 31 日は世界禁煙デーです
〜たばこのこと、どれだけ知っていますか〜

　大麻の栽培は法律で禁止されてい
ますが、日本全国で不正栽培により
検挙される事例が後を絶ちません。
　ケシの仲間は、色鮮やかで美しい
花を咲かせるものが多いですが、鑑
賞目的であっても庭などで栽培して
いる場合は不正栽培にあたります。
　大麻や植えてはいけないケシを発
見した場合は、山鹿保健所へご連絡
ください。詳しくは熊本県のホーム
ページをご覧ください。
問山鹿保健所衛生環境課
　☎ (44)4121

大麻・ケシの栽培は法律で禁止されています

セティゲルム

ハカマオニゲシ

献血にご協力ください
【献血日】５月 18 日㈬
◦鹿央市民センター
　受付時間
　 9：30 〜11：30
　12：30 〜15：30

◦�葉はニラと間違えやすいので、見た目で判断
せず、においをかぐ。

◦�球根はタマネギと間違えやすいので、植えた
覚えのない場所に生えているものは食べない。

スイセンによる食中毒に注意！
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元気の
お手伝い

Vol.85

山鹿市民
医療センター通信

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）２
１
８
５

山鹿市民医療センター
呼吸器内科
宮川　比

ひ さ こ

佐子

肺
炎
予
防
に
つ
い
て

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
は
重
篤
化

し
や
す
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
肺
炎
予
防
6
カ
条
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
①
規
則
正
し
い
健

康
的
な
生
活
②
禁
煙
③
誤ご

嚥え
ん

を
防

ぐ
④
口
の
中
は
清
潔
に
⑤
基
礎
疾

患
を
治
療
す
る
⑥
予
防
接
種
の
６

つ
で
す
。
早
寝
、
早
起
き
、
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
は
基
本
的
な
こ

と
で
す
が
、
と
て
も
重
要
で
す
。

ま
た
禁
煙
も
重
要
な
予
防
法
と
い

わ
れ
て
い
て
、
喫
煙
に
よ
る
慢ま

ん

性せ
い

閉へ
い

塞そ
く

性せ
い

肺は
い

疾し
っ

患か
ん

が
あ
る
と
肺
炎
は

重
篤
化
し
や
す
く
、
治
り
に
く
い

の
で
す
が
、
実
は
そ
れ
ば
か
り
で

な
く
、
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
自
体

が
肺
炎
球
菌
感
染
症
を
増
加
さ
せ

る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
述
べ
た
６
つ
の
肺
炎
予

防
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
、
元
気

に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
１
９
１
８
年
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪

流
行
の
際
に
、
肺
炎
が
死
亡
率
１

位
に
な
っ
た
後
は
、
肺
炎
の
死
亡

率
は
徐
々
に
低
下
し
て
い
ま
し
た

が
、
１
９
７
０
年
代
後
半
か
ら
上

昇
傾
向
に
転
じ
、
１
９
９
０
～

２
０
０
０
年
代
は
死
亡
率
第
４
位

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
１
１
年
に
は
脳
血
管
疾
患
を

追
い
越
し
、
第
3
位
に
な
り
ま
し

た
。
死
因
別
に
見
て
も
、
約
10
％

が
肺
炎
で
亡
く
な
っ
て
い
て
、
加

齢
と
と
も
に
肺
炎
で
の
死
亡
率
は

上
昇
し
、
死
亡
す
る
人
の
95
％
は

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　
肺
炎
は
、
通
常
の
社
会
生
活
を

営
ん
で
い
る
人
に
み
ら
れ
る
「
市し

中ち
ゅ
う

肺
炎
」、
療
養
型
病
床
群
、
介
護

施
設
や
在
宅
医
療
の
患
者
に
よ
る

「
医
療
・
介
護
関
連
肺
炎
」、
入
院

し
て
い
る
患
者
が
病
院
内
で
感
染

す
る
「
院
内
肺
炎
」
の
大
き
く
3

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
市
中
肺
炎

の
原
因
菌
と
し
て
一
番
多
い
と
言

わ
れ
て
い
る
の
は
肺は

い

炎え
ん

球き
ゅ
う

菌き
ん

で
、

　予防接種には接種対象年齢と決められた接種間隔が
あります。母子健康手帳を確認し、決められた接種間
隔を守り、お子さんの体調が良い時に接種しましょう。
　分からないことは、健康増進課にお問い合わせくださ
い。予防接種の情報は、市ホームページにも掲載してい
ます。

【子どもの予防接種（定期予防接種）の種類】
ヒブワクチン、小児用肺

はい

炎
え ん

球
きゅう

菌
き ん

ワクチン、四種混合（ジ
フテリア・破

は

傷
しょう

風
ふ う

・百
ひゃく

日
に ち

咳
ぜ き

・不活化ポリオ）、ＢＣＧ、
水ぼうそう、ＭＲ（麻しん・風しん）、日本脳炎、不活
化ポリオ、二種混合（ジフテリア・破傷風）、子宮頸

けい

が
ん予防ワクチン

【接種方法】
◦�予防接種は全て医療機関で受けてください。
◦�予防接種を実施していない医療機関もありますので、
事前にご確認ください。また、接種をするときは事
前に医療機関へ予約をしてください。

【接種対象年齢と接種間隔】
◦ 日本脳炎
①標準的な接種スケジュール
　（３歳）１期初回：６〜28日の間隔を置いて２回接種
　�（４歳）１期追加：�標準的には１期初回終了おおむね

１年の間隔を置いて１回接種
　（９歳から13歳未満）２期：１回接種
※�日本脳炎１期の定期予防接種は７歳６カ月になる前
の日までが対象です。接種を希望する人は、対象期
間内に接種してください。

子どもの予防接種
②�平成７年４月２日〜平成19年４月１日生まれの人
　�積極的勧奨が差し控えられていた時期があったため、
接種されていない可能性があります。接種期間は20
歳未満まで延長されていますので、母子健康手帳を
確認して接種してください。

◦ 麻しん◦風しん（ＭＲ）
　１期対象者：１歳から２歳の誕生日の前日まで
　�２期対象者：�平成 22年４月２日〜
　　　　　　　平成23年４月１日生まれの人
　（２期の接種期間は平成29年３月 31日まで）
◦ 二種混合（破傷風・ジフテリア）
　対象者：小学６年生（13歳の誕生日の前日まで）

□　必ず母子健康手帳で接種状況を確認しましょう。
□　子どもの体調は良いですか。
□　�今日受ける予防接種について説明書を読みまし

たか。

□　母子健康手帳と問診票、保険証は持ちましたか。
□�　�予防接種には、日頃の健康状態をよく知ってい

る保護者が同伴しましょう。

□�　�風しん・水ぼうそう・おたふくかぜなどにかかっ
た場合は治癒後２～４週間程度、麻しんにかかっ
た場合は４週間程度、その他のウイルス性疾患
（突発性発疹・手足口病・伝染性紅班など）にか
かった場合は、治癒後１～２週間程度の間隔を
置いて接種しましょう。接種する前に主治医に
ご相談ください。

予防接種に行く前にチェック！
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３ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※３月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび
山　鹿
　山　鹿　滝本　恭一さん♥大塚　早記さん
　　　　　佐藤　隆弥さん♥大古閑千佳さん
　　　　　田中　清也さん♥長迫　美沙さん
　　　　　佐々木真照さん♥赤星　有加さん
　　　　　池松　尚尭さん♥冨田　美月さん
　　　　　松永　拓也さん♥木村真由美さん
　八　幡　山内　元六さん♥寺崎あゆみさん
　三　岳　竹丸　泰行さん♥西本実加子さん
　三　玉　富田　拓郎さん♥家入　歓子さん
　　　　　江良　恭一さん♥古川　咲美さん
　　　　　堀　　貴裕さん♥野田野の花さん

　大　道　坂田　優樹さん♥坂梨恵里香さん
　　　　　永松　和貴さん♥小田　沙織さん
　　　　　德永　亮太さん♥森　あゆみさん
　　　　　中村　太一さん♥吉岡知亜希さん
鹿　北
　岳　間　東　　聖矢さん♥宮本　知佳さん
菊　鹿
　内　田　吉里　雄伸さん♥平嶋麻奈美さん
　　　　　富田　達也さん♥金光　麻里さん
　六　郷　眞弓　大輝さん♥城野　咲紀さん
鹿　本
　来　民　山下　和則さん♥青木真奈美さん
　稲　田　冨田裕一朗さん♥山崎　由恵さん
　中　富　高村　英文さん♥住吉　美保さん
　　　　　田中　健登さん♥田上　千晶さん

山　鹿
　山　鹿　坂田　和子さん (88)　津留田　實さん (88)
　　　　　出口　勝巳さん (70)　髙田秀次郎さん (73)
　　　　　甫足　富子さん (91)　堤　シツヱさん (97)
　　　　　小島　ミスさん (94)　竹下　信子さん (81)
　　　　　森崎　英子さん (90)　本田　武彥さん (80)
　米　田　船津　浚三さん (86)　濱武　芳美さん (81)
　川　辺　松本　正義さん (71)　猿渡　數市さん (94)
　八　幡　山部　　開さん (99)　鹿子木良高さん (92)
　平小城　古家ツナ子さん (94)
　三　岳　佐藤アキエさん (101)
　三　玉　寺田はる子さん (95)　大塚　宗男さん (65)
　大　道　永田ヒデ子さん (91)
鹿　北
　岳　間　西田　陽子さん (88)　西田　正也さん (95)
　岩　野　野中シズノさん (99)
　広　見　酒井　芳信さん (86)

お く や み 菊　鹿
　内　田　今坂　敏朗さん (80)　早田フサコさん (101)
　　　　　春井　昭文さん (82)
　六　郷　上野　信和さん (71)　小佐井イツコさん (94)
　　　　　松井　髙志さん (56)
　城　北　片山トシ子さん (92)　原口テイコさん (87)
　　　　　平田　保人さん (81)
鹿　本
　来　民　芹川トリエさん (94)　豊田　留喜さん (83)
　　　　　宮本　度之さん (90)
　稲　田　石原　　直さん (61)　福田美佐子さん (82)
　　　　　田代美彌子さん (75)
　中　富　小𠩤　勇記さん (95)
鹿　央
　千　田　新木タマキさん (94)　木村　髙義さん (64)
　　　　　中村　正美さん (66)　一城　則子さん (71)
　米野岳　立山　綾子さん (88)　丸山イサコさん (93)
　　　　　立山　　康さん (93)
　山　内　德永　葊治さん (84)

う ぶ ご え
山　鹿
　山　鹿　松村　　歩

あゆむ

さん　山元　雅
が

久
く

さん
　　　　　森崎　　碧

あおい

さん　形部　柚
ゆ

奈
な

さん
　　　　　河村　奏

そ う

汰
た

さん　大熊虎
こ

次
じ

郎
ろ う

さん
　　　　　川内　颯

そ う

志
し

さん　白石　悠
は る

真
ま

さん
　　　　　飯川　敬

け い

斗
と

さん
　米　田　中川　玲

れ

菜
な

さん
　八　幡　田中　　静

しずか

さん　今野　寿
す

鈴
ず

さん
　　　　　綾戸　貴

き い

依さん
　三　玉　中尾　海

み う

羽さん　藤吉　久
く

遠
お ん

さん
　　　　　山崎　竜

りゅう

登
と

さん　松葉　健
け ん

叶
と

さん
　　　　　中川　喜

き

愛
え

さん
　大　道　小山　　迅

じ ん

さん　久米　真
ま さ

翔
と

さん
　　　　　堀田　桃

と う

真
ま

さん　相馬　大
だ い

輝
き

さん
　　　　　吉村　色

し

織
き

さん　岡本　直
な お

大
と

さん
　　　　　田添　希

そ

空
ら

さん

鹿　北
　岳　間　樺　　賢

け ん し ん

伸さん
　岩　野　井上　鈴

り な

菜さん
　広　見　安田　茉

ま

央
な か

さん　龍川　莉
り の

乃さん
菊　鹿
　六　郷　堀田　大

だ い

馳
ち

さん
鹿　本
　来　民　谷　　悠

は る

陽
ひ

さん　永田三
み さ き

紗希さん
　　　　　本田　航

こ う

大
た

さん　和泉　春
は る

輝
き

さん
　　　　　山品陽

ひ な の

菜乃さん
　中　富　莊山　楓

ふ う

斗
と

さん　下川　　凛
り ん

さん
鹿　央
　米野岳　松本　彩

い

鈴
す ず

さん
　山　内　前田　結

ゆ い

翔
と

さん
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「健康のはじめの一歩は歩きから」

　健康づくりは、食生活・運動・休養が３本柱といわれています。
運動をすることで生活習慣病予防や運動機能維持などの効果が得ら
れ、健康づくりに役立ちます。
◦�生活習慣病の予防…体脂肪を減らし代謝を活発化し、インスリン
の働きを良くして内臓脂肪、高血圧症、糖尿病などの内臓脂肪症
候群（メタボリックシンドローム）を防ぐ。
◦�筋力をアップさせる効果…足全体の筋肉をくまなく使うことがで
き、足腰の筋肉や骨を強くする。
◦免疫力がアップして、病気になりにくい体をつくる。

「歩くたび新たな発見！心もからだもリフレッシュ」

　不安・心配事・イライラ・緊張感などが高まった状態を『ストレ
スがある』と表現します。ウォーキングはそんなストレスを解消す
るのに適した運動です。
◦�足の裏からの刺激・周りの景色、音などにより五感を刺激し、脳
を活性化する。
◦�快調快眠快通効果…生体リズム、自律神経バランス、体温調整を
整え、眠りの質を改善する。また、大腸を活性化し通じを良くする。
◦�日中のウォーキングで日光を浴びれば、夜間に若返りホルモンと
もいわれるメラトニンが多く分泌される。

山鹿市民歩こう運動

問健康増進課　☎ (43)0050

　５月は山鹿市が勧めている「歩く」ことを始めるいい季節です。
爽やかな風が吹くなかで、周りの花々やきれいな緑を楽しみな
がら、今より「10分多く」体を動かしてみませんか。運動は苦
手という人は、まずは「歩く」ことから始めましょう。
　「山鹿市民歩こう運動キャッチフレーズ」に沿って、歩くこと
のメリットに注目してみましょう。

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

◦�
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

◦�

納
期
限　
５
月
31
日
㈫
（
軽
自
動
車
税
の

口
座
振
替
日
は
５
月
20
日
㈮
）

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

　

 

５
月
16
日
㈪
～
31
日
㈫

　
午
後
５
時
半
～
午
後
８
時

◦ 

休
日
（
日
曜
）　
５
月
15
日
㈰
・
22
日
㈰
・

29
日
㈰
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係
　
　
　
☎（
43
）１
１
４
４

　
４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
人
に
、
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月

初
め
に
送
っ
て
い
ま
す
。
納
期
限
の
５
月
31

日
㈫
ま
で
に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
熊
本
県
各
広
域
本
部

な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
県
北
広
域
本
部
収
税
課

☎
０
９
６
８（
25
）４
１
１
５

自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
31
日
ま
で
に
！

お 知
せら
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すべての事業所・企業が対象です

　全国一斉に「平成 28年経済センサス活動調査」
が実施されます。調査基準日は平成 28 年６月１
日㈬です。ご回答をお願いします。

◦�工場や喫茶店、個人事務所など、すべての事業
所・企業が対象です。
◦�名称、所在地、経営組織などの基本的な項目に
加えて、事業内容、売上・費用、設備投資など
の企業の経済活動を調査します。
◦�調査の結果は、政策決定や経営計画を行ってい
くうえで参考となる資料で、皆さんの暮らしを
よりよくするために活用されます。

ぜひインターネットで
ご回答ください。

問総務課統計係　　　　　☎ (43)1117

◦ 

対
象
と
な
る
人　
市
内
に
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人
。
た
だ
し
、

下
水
道
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排
水
事
業

整
備
区
域
内
お
よ
び
住
宅
ま
た
は
小
規
模

店
舗
付
住
宅
以
外
に
設
置
す
る
場
合
は
補

助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◦ 

補
助
金
額

　
５
人
槽
　
33
万
２
千
円

　
７
人
槽
　
41
万
４
千
円

　
10
人
槽
　
54
万
８
千
円

◦ 

そ
の
他
の
補
助

◦
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
補
助

　�

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
伴
い
、
既

存
単
独
処
理
浄
化
槽
を
撤
去
す
る
場
合
、

９
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
が

あ
り
ま
す

お 知
せら

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し
た

ヒ
ナ
が
落
ち
て
い
て
も
、
必
ず
親
鳥
が
保
護
し

ま
す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
5
月
10
日
㈫
か
ら
の
１
カ
月
間
を

指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕
獲
な

ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
メ
ジ
ロ
・
ホ
オ
ジ
ロ
の
愛
が
ん
飼
養
目
的

の
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年

4
月
1
日
か
ら
新
た
な
捕
獲
の
許
可
は
し
な

い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
農
林
整
備
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
５
７
１

　
県
北
広
域
本
部
鹿
本
地
域
振
興
局
林
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
44
）２
１
３
５

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
お
よ
び

指
導
取
締
強
化
月
間

お 知
せら

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
で
減
免
さ
れ

ま
す
。
本
庁
税
務
課
か
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
度
よ
り
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
個
人
番
号
の

提
示
か
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

【
固
定
資
産
税
】

◦�

公
益
の
た
め
に
専
用
さ
れ
て
い
る
固
定
資

産
を
有
す
る
人
（
有
料
使
用
を
除
く
）

◦�

生
活
の
扶
助
受
給
者
（
要
証
明
書
）

◦ 

必
要
書
類　
納
税
通
知
書
・
印
か
ん
・
個

人
番
号
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）・
運
転

免
許
証
な
ど

◦ 

申
請
期
限　
５
月
31
日
㈫

【
軽
自
動
車
税
】

①
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
「
Ａ
」
の
人

②�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等
級
が

「
１
級
」
の
人

③�

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
主
に

　「
３
級
」
以
上
の
人

④�

戦
傷
病
者
手
帳
の
障
害
程
度
が
主
に

　「
３
項
症
、
３
款
症
」
以
上
の
人

※�

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
④
戦
傷
病
者
手
帳

に
つ
い
て
は
、
障
害
の
種
類
に
よ
り
減
免

の
対
象
と
な
る
等
級
が
異
な
り
ま
す
。

◦ 

必
要
書
類

◦
昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
な
い
人

　
　�

身
体
障
害
者
等
継
続
申
請
書
（
郵
送

可
）・
印
か
ん
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
通

知
カ
ー
ド
）

◦�

昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
る
人
や

初
め
て
申
請
す
る
人

　
　�

各
種
障
害
者
手
帳
・
自
動
車
検
査
証
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
は
申
請
が
必
要
で
す

お 知
せら

運
転
免
許
証
・
納
税
通
知
書
・
印
か
ん
・

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）

◦ 

申
請
期
限　
５
月
31
日
㈫

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係
☎（
43
）１
１
２
１

　
税
務
課
市
民
税
係
　
　
☎（
43
）１
１
２
０

　
老
朽
危
険
空
き
家
な
ど
の
除
却
を
促
進

し
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
と
生
活
環
境

の
保
全
・
改
善
を
図
る
た
め
、
空
き
家
を
解

体
す
る
人
に
、解
体
費
の一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
防
災
対
策
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
１
３

老
朽
化
し
危
険
な
空
き
家
の

解
体
を
応
援
し
ま
す

お 知
せら

　
書
類
や
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
な
ど
、
相
談
内
容
に
よ
り
電
話
な
ど
で
の

回
答
が
難
し
い
場
合
は
、
事
前
に
相
談
日
時

を
予
約
い
た
だ
き
、
所
轄
の
税
務
署
で
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
予
約
の
と
き
は
、名
前
・

住
所
・
相
談
内
容
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

問
山
鹿
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎（
44
）２
１
８
１

税
務
署
で
の
相
談
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す

お 知
せら

◦
重
点
地
域
の
上
乗
せ
補
助

　�

補
助
対
象
区
域
内
で
、
重
点
地
域
に
該
当

す
る
場
合
、
30
万
円
を
上
限
に
補
助
額
に

加
算
し
ま
す
。

※�

予
算
の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
。対
象
と

な
る
区
域
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
下
水
道
課　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
９
８
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講習名 講習期間 時間 会場 申込期間

【通信制】
介護福祉士実務者研修 + 介護福
祉士受験対策

７月 12 日㈫〜 12 月 20 日㈫
毎週火曜日（全 20 回）
※ ８月２日㈫、９月６日㈫、10 月４日㈫、

11 月１日㈫は休み

午前９時

〜

午後４時

しらゆり会館
（熊本市東区）

５月２日㈪

〜

５月31 日㈫

歯科助手・歯科医療事務スペシャ
リスト講座

８月 20 日㈯〜 11 月 19 日㈯
毎週土曜日（全 13 回）
※ 11 月 12 日㈯は休み

午前９時半

〜

午後３時半

しらゆり会館
（熊本市東区）

７月１日㈮

〜

７月29 日㈮

介護支援専門員受験準備講習会
※  H28 年度本試験の受験を予定

している人

９月２日㈮〜９月 22 日㈭
毎週金曜日（全４回）
※最終日のみ木曜日

午前９時半

〜

午後３時半

熊本県総合福祉セ
ンター

（熊本市中央区）

７月１日㈮
～

７月29 日㈮

オフィス総合事務講座
全商簿記 3 級＋ PC 基本操作

９月25 日㈰〜12 月18 日㈰
毎週日曜日（全13 回）

午前９時

〜

午後４時

PCクリエイト八代校
（八代市）

８月１日㈪

〜

８月26 日㈮

オフィス総合事務講座
全商簿記 3 級＋ PC 基本操作

10 月１日㈯〜12 月24 日㈯
毎週土曜日（全13 回）

午前９時

〜

午後４時

本渡公民館
（天草市）

８月１日㈪

〜

８月26 日㈮

ひとり親家庭のお母さん、お父さんなどのための就業支援講習会
就業を支援する講習会が行われます。必要な資格を身につけたい人はお申し込みください。
◦対象者　�ひとり親家庭のお母さん、お父さん、寡婦の人で、技能・資格取得に意欲のある人
◦�受講料　�無料（テキスト代や検定料は別に必要）
◦�申し込み方法　福祉課窓口でお申し込みください。
◦ 講習一覧（定員は全て 20 人） 問 福祉課児童家庭係　☎ (43)0052

　
山
鹿
保
健
所
で
実
施
し
て
い
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の

検
査
日
を
変
更
し
ま
し
た
。

◦ 

日
時　
毎
週
水
曜
日
（
第
２
を
除
く
）　

午
前
９
時
～
11
時
、
第
２
水
曜
日
　
午
後

５
時
～
７
時
（
相
談
は
随
時
受
け
付
け
）

◦ 

場
所
　
山
鹿
保
健
所

◦ 

対
象
者　

感
染
な
ど
の
心
配
の
あ
る
人

（
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

◦ 

内
容
　
血
液
検
査

◦ 

費
用
　
無
料

◦ 

結
果
　
採
血
後
約
1
時
間
で
お
知
ら
せ
。

た
だ
し
確
認
検
査
が
必
要
な
場
合
は
、
結

果
判
明
ま
で
1
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

※�

検
査
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※�

肝
炎（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）検
査
と
性
感
染
症（
性

器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
梅
毒
）
検
査
も
同
時
に

受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
検
査
結
果
は
、
１

週
間
後
以
降
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課☎（

44
）４
１
２
１

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
日
を

水
曜
日
に
変
更
し
ま
す

お 知
せら

　
行
政
に
関
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦ 

日
時　
５
月
27
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦ 

場
所　
山
鹿
市
役
所
４
階
４
０
２
会
議
室

◦ 

相
談
員　
行
政
評
価
事
務
所
職
員

　
　
　
　
　
行
政
相
談
委
員

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

相 談

　
6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
日
で
す
。
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
６
月
１
日
㈬

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦ 

場
所　

　
山
鹿
地
区
　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
鹿
北
地
区
　
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　
菊
鹿
地
区
　
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

　
鹿
本
地
区
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　
鹿
央
地
区
　
鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

◦ 

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

問�

法
務
局
山
鹿
支
局
　
　
☎（
44
）２
４
１
１

　
人
権
政
策
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
９
９

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所

相 談
【
行
政
相
談
委
員
】（
敬
称
略
）

山
鹿
地
区
　
島
田
　
裕ひ

ろ

子こ

☎（
44
）５
５
１
９

鹿
北
地
区
　
北
原
真ま

る

み

留
美
☎（
32
）３
６
０
４

菊
鹿
地
区
　
小
澄
　
　
隆た

か
し

☎（
48
）３
２
０
２

鹿
本
地
区
　
森
本
　
弘ひ

ろ

毅き

☎（
46
）２
６
８
２

鹿
央
地
区
　
國
津
　
直な

お

樹き

☎（
36
）２
４
４
８

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２
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〈�

有
料
広
告�

〉
㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

　
人
権
教
育
・
啓
発
を
よ
り
い
っ
そ
う
推
進

す
る
た
め
、
人
権
教
育
・
啓
発
事
業
を
行
う

市
民
・
団
体
な
ど
を
対
象
に
、
事
業
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

◦ 

補
助
対
象
事
業

　�

①�

人
権
教
育
な
ど
に
関
す
る
講
演
、研
修
、

交
流
ま
た
は
人
材
育
成
を
行
う
た
め
の

催
し
に
参
加
す
る
事
業

　
②�

①
の
催
し
を
開
催
ま
た
は
共
催
す
る
事

業

　
③�

人
権
教
育
な
ど
に
関
す
る
資
料
を
作
成

し
、
配
布
す
る
事
業

◦ 
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
上
限
額
　
個
人
申
請
５
万
円
、
団
体
申

請
20
万
円
）

問 

人
権
政
策
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
９
９

山
鹿
市
人
権
教
育
・
啓
発
事
業

補
助
金
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

募 集

　
就
職
や
再
就
職
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
も
で
き

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

◦ 

対
象
者　
お
お
む
ね
15
歳
～
39
歳
の
若
者

や
そ
の
家
族

◦ 

内
容
　
仕
事
や
就
職
に
関
す
る
こ
と
全

般
、
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け

方
な
ど

◦ 

日
時
　
５
月
17
日
㈫
、
６
月
７
日
㈫
・
21

日
㈫
　
午
後
２
時
～
５
時

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
役
所
２
階
　
商
工
観
光
課

問�

た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８（
74
）０
０
０
７

　
Ｅ
メ
ー
ル
：tam

anasapo@
yahoo.co.jp

若
年
就
職
相
談
会

相 談

　
生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
意
識
の
向
上
を

目
的
に
、
男
性
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◦ 

対
象
者
　
市
内
在
住
か
勤
務
し
て
い
る
男
性

◦ 

日
時
　
６
月
11
日
㈯
・
８
月
20
日
㈯
・
10

月
8
日
㈯
・
12
月
10
日
㈯
・
２
月
18
日
㈯

午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半

◦ 

場
所
　
鹿
本
地
区
公
民
館
（
ひ
だ
ま
り
）

◦ 

受
講
料
　
３
千
円
（
５
回
分
の
材
料
代
）

◦ 
申
込
期
限
　
５
月
20
日
㈮

◦ 
定
員
　
25
人
（
先
着
順
）

　
問
鹿
本
地
区
公
民
館
　
☎（
46
）５
０
７
５

男
性
料
理
教
室　
受
講
生
募
集

募 集
申

　
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
５
月
16
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦ 

場
所　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　
山
鹿
支
部
（
山
鹿
２
８
０
番
地
）

◦ 

相
談
内
容　
民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題
、

破
産
問
題
、
離
婚
・
相
続
な
ど
の
問
題
、

登
記
、
人
権
問
題
な
ど

◦ 

相
談
担
当
者　
弁
護
士
、
民
事
・
家
事
調

停
委
員
、
法
務
局
職
員

問�

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

☎（
44
）５
１
４
１

無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

相 談

　
平
成
28
年
度
補
助
申
請
の
１
次
募
集
を
行

い
ま
す
。

◦ 

期
間
　
５
月
16
日
㈪
～
31
日
㈫

◦ 

対
象
者
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　
①
山
鹿
市
に
住
ん
で
い
る
人

　
②�

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上

の
人

　
③�

介
護
保
険
法
の
要
支
援
か
要
介
護
の
認

定
を
受
け
て
い
る
か
、
同
程
度
の
状
態

と
認
め
ら
れ
る
人

　
④�

右
の
②
③
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
同

居
し
よ
う
と
し
て
い
る
人

住
宅
改
造
助
成
事
業
（
高
齢
者

対
象
）
１
次
募
集

募 集

　
⑤�

世
帯
の
生
計
中
心
者
の
平
成
27
年
分
所

得
に
か
か
る
所
得
税
年
税
額
が
7
万
円

以
下
の
世
帯
に
属
す
る
人

　
⑥�

原
則
と
し
て
、
当
事
業
に
よ
る
助
成
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
世
帯
に
属
す
る
人

◦ 

対
象
と
な
る
工
事
　
高
齢
者
が
自
宅
で
生

活
し
や
す
い
よ
う
に
住
宅
を
改
造
す
る
工
事

　�

例
手
す
り
の
取
り
付
け
、段
差
解
消
、ス

ロ
ー
プ
設
置
、浴
室
や
ト
イ
レ
の
改
造
な
ど

※�

事
前
に
着
手
さ
れ
た
工
事
は
対
象
外

◦ 

助
成
額
　
課
税
の
状
況
や
工
事
件
数
に
応

じ
て
申
請
内
容
を
審
査
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
助
成
し
ま
す
。

問�

長
寿
支
援
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
８
０
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内職・パート 募集
洋裁・和裁・補正の経験活かしてみませんか！（ボタン、スナップ付など）
ミシン・アイロン作業のパート・アルバイトも募集しております！

60歳以上の方も、気軽に応募下さい！
初めての方もわかりやすく指導いたします！

㈱ラ・モード ℡0968-44-2232
山鹿市中640-1 E-mail　kohara@lamode.jp

コンビニで住民票の写しなどが取得できます！

マイナンバーカードを作りませんか

①�全国のコンビニで住民票の写しなどの
証明書が取得できます。
②�公的な身分証明書として利用できます。
③�カード１枚で個人番号と本人の確認ができます。
④�各種行政手続きのオンライン申請が
利用できます。
⑤�平成 29 年１月から開始のマイナポータル※で、
自分の情報を確認できます。

※�個人番号の付いた自分の情報をいつ、どことやりとりしたの
か確認できるほか、行政機関からのお知らせなどを確認でき
るシステム

マイナンバーカードのメリットは？

問マイナンバー総合フリーダイヤル☎0120(95)0178（平日９：30〜20：00、土日祝９：30〜17：30）
　秘書企画課☎ (43)1112（番号制度に関すること）　　市民課☎ (43)1169（マイナンバーカードに関すること）

マイナンバーカードを取得するには？

マイナンバーカード取得には申請が必要です。
【郵送で申請】
通知カードに同封の個人番号カード交付申請書に
必要事項を記入・押印し、顔写真を貼り付け、返
信用封筒に入れて郵送してください。申請書をな
くした人は、市民課へお問い合わせください。
【スマートフォンやパソコンで申請】
個人番号カード申請WEB サイトにアクセスし、
必要事項を入力のうえ、顔写真を添付して送信し
てください。

マイナちゃん

　「
育
児
の
お
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
人
」
と

「
育
児
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人
」
が
、
育
児

の
相
互
援
助
活
動
を
行
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
、
産
後
の
調
理
や
洗
濯

な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
た
ん
ぽ
ぽ
倶
楽
部
」

の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
協

力
会
員
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

期
日　
６
月
15
日
㈬
・
29
日
㈬

◦ 

場
所　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦ 

対
象
者　
山
鹿
市
民
（
20
人
程
度
）

◦ 

受
講
料　
無
料

◦ 

申
込
期
限　
５
月
31
日
㈫

　
問�

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
や
ま
が

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）８
８
０
０

育
児
・
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座　
受
講
生
募
集

募 集
　
農
作
業
を
通
し
て
土
や
植
物
に
触
れ
合

い
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
を
開
設
し
て
い

ま
す
。空
き
区
画
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

◦ 

対
象
者　
山
鹿
市
に
住
所
が
あ
る
農
業
者

以
外
の
人

◦ 

場
所
・
面
積　

　
①
第
１
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
（
栗
林
）
53
㎡

　
②
新
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
（
新
町
）
45
㎡

◦ 

利
用
料　
１
㎡
あ
た
り
年
間
50
円

問�

農
業
振
興
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
５
５
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

募 集

初回交付手数料は無料

申
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〉ありはら石材
〒861ｰ0535　山鹿市南島865ｰ1

44-5248御先祖様を大切に

お盆セール

総
合
石
材
商
社
認
定

安 

心 

店

TEL

78万円(税別)

◦ 

日
時
　
５
月
10
日
㈫
　
午
前
10
時
～
正
午

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

◦ 

内
容
　
身
長
・
体
重
・
血
糖
・
体
脂
肪
測

定
、
リ
ハ
ビ
リ
・
看
護
・
福
祉
相
談
な
ど

◦ 

参
加
費
　
無
料

問�

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー☎（

44
）２
１
８
５

　
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦ 

期
日
・
場
所

　
５
月
10
日
㈫
　
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　
５
月
12
日
㈭
　
菊
鹿
地
区
公
民
館

　
５
月
16
日
㈪
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　
５
月
18
日
㈬
　
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

　
５
月
20
日
㈮
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦ 

時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

問�

議
会
事
務
局
　
　
　
　
☎（
43
）１
６
３
４

◦ 
日
時
　
５
月
７
日
㈯
　
午
後
２
時
～
４
時

◦ 
場
所
　
山
鹿
市
立
博
物
館
研
修
室

◦ 

演
題
　「
古
文
書
は
先
人
た
ち
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」

◦ 

講
師
　
文
学
博
士
・
熊
本
郷
土
史
譚
研
究

所
・
横
井
小
楠
研
究
所
所
長
　
堤
克か

つ
ひ
こ彦

氏

◦ 

参
加
費
　
無
料

　
問�

山
鹿
市
立
博
物
館
　
☎（
43
）１
１
４
５

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

山
鹿
市
議
会
報
告
会

春
季
企
画「
新・山
鹿
の
宝
物
展
」

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

催 し

催 し

催 し
申

　
文
化
協
会
の
会
員
に
関
わ
ら
ず
、
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

◦ 

日
時　
５
月
20
日
㈮
　
午
前
11
時

◦ 

場
所　
八
千
代
座
交
流
施
設

◦ 

演
題　
「
暮
ら
し
の
中
の
民
俗
学
」

◦ 

講
師　
熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
　
國
本
信の

ぶ

夫お

さ
ん

※
入
場
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
。

問
山
鹿
市
山
鹿
文
化
協
会
（
木
村
）

☎（
44
）４
８
２
６

山
鹿
市
山
鹿
文
化
協
会

総
会
記
念
講
演
会

催 し

　
日
本
遺
産
を
目
指
し
て
い
る
、
菊
池
川
流

域
の
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
５
月
17
日
㈫
　
午
後
２
時
半

◦ 

場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

◦ 

演
題　
「
菊
池
川
流
域
　
二
千
年
の
米
作

り
の
歴
史
」

◦ 

講
師　
山
鹿
市
教
育
委
員
会　

山
口
健け

ん

剛ご

さ
ん

※
入
場
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
。

山
鹿
市
文
化
財
保
護
協
会

講
演
会

催 し

　
４
㎞
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
で
ク
イ
ズ

や
課
題
に
挑
戦
し
、ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
受
け
付
け

◦ 

場
所　
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
古
代
の
森
周
辺

◦ 
参
加
費　
１
人
１
０
０
円
（
自
転
車
利
用

料
は
別
に
必
要
）

◦ 

参
加
資
格　
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
自
転
車
利
用

者
で
、原
則
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
参
加
す
る
こ
と
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問�

山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

☎（
43
）１
１
３
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
大
会

催 し

◦ 

試
験
の
種
類
な
ど

※�

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
３

熊
本
県
職
員
・
警
察
官

採
用
試
験

募 集試験の種類 第１次試験日 申込期限

県職員（大学卒業
程度、免許資格職）

６月 26 日㈰ ５月 13 日㈮
県職員（民間企業
等経験者対象）

警察官
（警察官 A） ７月 10 日㈰ ５月 20 日㈮

問 

山
鹿
市
文
化
財
保
護
協
会
事
務
局
（
出
土

文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
）☎（

46
）５
５
１
２
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※堆肥は在庫に限りがありますので
　お問い合わせのうえお越しください。

クリーン健康社ごみ処理･資源回収
何でもお任せ！
○家庭ごみ
○事業所ごみ
○廃品回収など

堆肥を無料で差し
上げます！
生ごみなどを原料とするリ
サイクル堆肥です。
農業・家庭菜園にご使用
ください。

☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2
ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内

一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第1565号
産業廃棄物収集運搬業第04300073046号

一般廃棄物処分業山鹿市指令第1566号
産業廃棄物処分業第04320073046号

◦ 

期
日
　
５
月
15
日
㈰

◦ 

場
所
　
矢
谷
渓
谷
特
設
会
場

◦ 

入
場
料
　【
前
売
券
】
１
５
０
０
円

　【
当
日
券
】
２
千
円

問�

九
州
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
９
２（
４
７
３
）２
６
１
６

全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ル

選
手
権
シ
リ
ー
ズ

催 し

開催日 行　事　名 時間 料金

11 日㈬ 休館日

24 日㈫
～

26 日㈭
Team申「男たちの棲家」公演 日中 有料

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があ
ります。なお、各催しのチケット・主催者などのお
問い合わせは、八千代座までどうぞ　問☎ (44)4004

５月

　
県
立
装
飾
古
墳
館
の
敷
地
内
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

◦ 

期
間　
４
月
29
日
㈷
～
５
月
１
日
㈰
・
３

日
㈷
～
５
日
㈷
※
５
月
２
日
㈪
は
休
館

◦ 

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◦ 

場
所　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦ 

内
容　
勾ま

が
た
ま玉

づ
く
り
、
火
お
こ
し
体
験
、

カ
ン
バ
ッ
ジ
作
り
、
ス
タ
ン
プ
バ
ッ
グ
作

り
、
来
民
う
ち
わ
作
り
、
リ
グ
ラ
ス
ア
ー

ト
な
ど

※�

一
部
材
料
費
が
必
要
。
日
替
わ
り
で
メ

ニ
ュ
ー
が
変
わ
り
ま
す
。

問�

県
立
装
飾
古
墳
館
　
　
☎（
36
）２
１
５
１

　
菖
蒲
湯
は
邪
気
を
払
い
、
疫
病
を
除
く
も

の
と
し
て
、
古
く
か
ら
５
月
５
日
の
端
午
の

節
句
の
日
に
入
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦ 

日
時　
５
月
５
日
㈷

　
　
　
　

午
前
６
時
～
午
前
０
時

◦ 

場
所　
さ
く
ら
湯

※ 
菖
蒲
は
衛
生
面
に
配
慮
し
、
あ
ら
か
じ
め

熱
湯
で
殺
菌
し
ま
す
。

※
入
湯
料
金
は
通
常
通
り
。

問�

さ
く
ら
湯
　
　
　
　
　
☎（
43
）３
３
２
６

こ
ふ
ん
か
ん
へ
５
・
５
・
Ｇ
Ｏ

菖し
ょ
う
ぶ蒲

湯

催 し催 し

◦ 

内
容
・
日
時

◦�

赤
米
体
験
教
室
①
田
植
え

　
６
月
５
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
半

　
参
加
費
（
弁
当
、
保
険
）
５
５
０
円

　
先
着
60
人

◦�

琥こ

珀は
く

勾ま
が
た
ま玉

づ
く
り

　
６
月
25
日
㈯
　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
半

　
材
料
費
　
千
円
　
先
着
１
０
０
人

◦ 

場
所　
県
立
装
飾
古
墳
館

※�

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
期
間

５
月
１
日
㈰
～
（
月
曜
日
休
館
）

　
問�
県
立
装
飾
古
墳
館
　
☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室

催 し
申

５
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

５
月
18
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）

チヨマツ
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〈�

有
料
広
告�

〉
☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎修理随時受付中　

◎午前 9時～午後 6時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①看護職（正社員）　17 万６千円〜
②薬剤師（調剤薬局）　45 万円〜
③栄養士・管理栄養士業務
　13 万１千円〜
④介護福祉士　12 万６千円〜
⑤医療事務　12 万 3,800 円〜
⑥営業スタッフ　18 万円〜
⑦製造一般　14 万 3,880 円〜
⑧木材加工業作業員　12 万６千円〜
⑨保全工　13 万 800 円
⑩自動車整備士　19 万 3,386 円〜
⑪自動車検査員　30 万 8,599 円〜
⑫美容師　16 万 100 円〜
⑬�清掃現場管理スタッフ
　13万２千円〜
Yパート
①歯科衛生士　時給千円
②医療事務作業補助者　時給870円
③給食調理補助　時給 720 円〜
④販売・製造補助スタッフ
　時給 700 円〜
⑤菓子の製造（選別作業）
　時給 720 円〜
⑥倉庫内作業　時給 800 円
⑦清掃　時給694 円〜
⑧�警備係　時給 800 円〜
※�詳細はご来室・ご相談ください。
問�山鹿市地域職業相談室☎(43)1724

税務相談
◦日時　５月 12日㈭
　　　　午後 1時半〜 4時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

年金出張相談
◦�日時　５月 11日㈬・18 日㈬
　　　　25日㈬
　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦ 持ってくるもの　本人確認のため
身分証明書、代理の場合は委任状

　※要予約
問国保年金課　☎ (43)1576

精神保健相談
　精神保健指定医に相談できます。
◦日時　５月 12日㈭※要予約
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ (44)4121

障がい者・児相談
◦日時　５月 11日㈬・18 日㈬
　　　　25日㈬
　　　　午前９時〜 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問福祉課障がい福祉係☎ (43)0052

認知症に関する相談
◦日時　５月 11日㈬・25 日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談
◦日時　５月10日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　午前 10時〜正午

【山鹿】
　①一般相談　５月 13日㈮
　②�司法書士相談（成年後見・多重
債務・登記関係）

　　５月 20日㈮※要予約
　③法律相談　５月27日㈮※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
　①一般相談　５月 12日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696

【菊鹿】
　①一般相談　５月 11日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060

【鹿本】
　①一般相談　５月 10日㈫
　②法律相談　５月24日㈫※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206

【鹿央】
　①一般相談　５月９日㈪
　②�司法書士相談（登記関係）
　　５月 16日㈪※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134

アルコール依存症相談
◦日時　５月 25日㈬
　　　　午後３時〜５時
　　　　（毎月第４水曜日）
◦場所　鹿本市民センター（ひだまり）
◦主催　断酒友の会
問福祉課障がい福祉係☎ (43)0052

定例相談
相談は無料で、秘密は固く守ります。



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

５
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
１日㈰ 坂本医院 / 松永整形外科リウマチ科 山鹿岩下薬局
３日㈷ 三森循環器科呼吸器科病院 いちご薬局 / まつ薬局
４日㈷ うちだ内科医院 / はとの眼科クリニック えいせい堂 / ココノエ薬局 / まつ薬局 / 山鹿岩下薬局
５日㈷ 平井藤岡医院 / まえはら泌尿器科クリニック きらきら薬局 / まつ薬局 / 山鹿岩下薬局
８日㈰ 横手医院 / 幸村医院 かおうまち薬局 / 山鹿岩下薬局

15 日㈰ 吉里医院 / きくか松岡クリニック 鹿校通薬局 / 山鹿岩下薬局
22 日㈰ 山鹿中央病院 山鹿岩下薬局
29 日㈰ 星田内科医院 / 藤原クリニック 山鹿岩下薬局

第 40 回 日本ハンドボールリーグ
試合結果

オムロン 25［　　］18 ソニーセミコンダクタ 8-  8
17-10

・プレーオフ準決勝

オムロン 17［　　］31 北國銀行  9- 17
 8- 14

・プレーオフ決勝

　３月27日、第40回日本ハンドボールリーグプレー
オフ決勝が東京都駒沢体育館で行われました。
　レギュラーシーズンの上位４チームで行われたプ
レーオフ。オムロンはレギュラーシーズンを２位で
通過し大会に臨みました。決勝は北國銀行と対戦。
17-31 で敗れ、惜しくも優勝を逃しました。

準優勝！

　６年間本当にお世話になりまし
た。思い返せば、辛い事、苦しい
事、楽しかった事、うれしかった
事たくさんありました。その１つ
１つが今ではいい思い出です。
　いつも私たちを温かく迎えて

いただき、笑顔で声を掛けてくださる皆さまから、
たくさんの元気やパワーをいただきました。本当
に感謝しています。ありがとうございました。
　緑がいっぱいで、たくさんの温泉がある山鹿の
地で６年間過ごせたことは一生忘れません。とて
も寂しい気持ちでいっぱいですが、ここで学んだ
事を地元岡山に帰っても生かしていきたいと思っ
ています。
　今後ともオムロンハンドボール部へのご支援ご
声援を、よろしくお願いします。

前田選手からのメッセージ

　３年間お世話になりました。い
つも皆さまからたくさんの応援や
温かい声を掛けていただき、とて
も感謝しています。
　本当に充実した３年間を過ごす
ことができました。今までありが

とうございました。
　これからもオムロンハンドボール部をよろしく
お願いします。

前田奈
な

美
み

選手、山田莉
り

裟
さ

選手
ありがとうございました！
　オムロンハンドボール部へ入部以来活躍され
た、前田奈美選手と山田莉裟選手が退部されま
した。

山田選手からのメッセージ
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第33号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎（４３）１６３８
E-mail:
ksoh@city.yamaga.lg.jp

　
教
育
基
本
計
画
に
基
づ
く
、
今
年
度

の
事
業
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
の
充
実

子
ど
も
輝
き
プ
ラ
ン
事
業

　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
園
児
・

児
童
・
生
徒
や
、
不
登
校
の
児
童
・

生
徒
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
29
人
を
配
置
し
ま
す
。

　

教
育
の
相
談
や
、児
童
生
徒
と
家
族
・

学
校
・
地
域
と
の
間
に
入
り
、
い
じ
め

や
不
登
校
な
ど
の
解
消
に
向
け
た
支
援

を
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
１
人
を
配
置
し
ま
す
。

　

学
校
・
園
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス

テ
ム
（
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、誰

も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、

共
に
学
ぶ
仕
組
み
）を
推
進
し
、特
別
支

援
教
育
に
つ
い
て
、専
門
性
の
向
上
と
校

内
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
合
理
的
配

慮
協
力
員
２
人
を
配
置
し
ま
す
。

未
来
へ
の
１
ペ
ー
ジ
事
業

　

図
書
環
境
と
図
書
利
用
体
制
を
整

え
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
を
通
じ
た
読

書
に
親
し
む
機
会
提
供
や
、
民
間
団
体

と
連
携
し
て
読
書
意
欲
の
向
上
を
図
る

た
め
、
読
書
活
動
推
進
員
５
人
を
配
置

し
ま
す
。

外
国
語
指
導
事
業

　

国
際
社
会
の
中
で
生
き
抜
い
て
い
く
力

を
身
に
つ
け
る
た
め
、生
き
た
英
語
で
の

活
動
を
通
し
て
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力

を
育
て
る
７
人
の
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）を
配
置
し
ま
す
。

子
ど
も
総
合
相
談
事
業

　

お
お
む
ね
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
成

長
や
発
達
、い
じ
め
・
不
登
校
、虐
待
や

暴
力
に
関
す
る
こ
と
や
、ひ
と
り
親
の
自

立
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、専
門
機
関
と

連
携
し
て
問
題
解
決
に
努
め
る
子
ど
も

相
談
員
４
人
と
保
育
相
談
員
２
人
を
配

置
し
ま
す
。

教
育
情
報
化
推
進
事
業

　

児
童
・
生
徒
用
の
古
い
パ
ソ
コ
ン
機

器
な
ど
を
更
新
し
、情
報
教
育
の
さ
ら

な
る
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

安
心
・安
全
な
学
校
づ
く
り
事
業

　

中
学
校
体
育
館
２
施
設
に
つ
い
て
、

つ
り
天
井
の
落
下
防
止
の
た
め
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

学
校
規
模
適
正
化
事
業

● 

米
野
岳
中
学
校
校
区
４
小
の
統
合（
千

田
小
、米
野
岳
小
、山
内
小
、米
田
小
）

　

現
在
の
米
田
小
学
校
の
敷
地
に
、
４

小
の
統
合
校
「
め
の
だ
け
小
学
校
」
を

平
成
29
年
４
月
に
開
校
す
る
た
め
、
校

舎
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
開
校
に

向
け
て
検
討
す
る
準
備
委
員
会
で
、
新

た
な
通
学
体
制
な
ど
を
協
議
し
ま
す
。

● 

鹿
本
中
学
校
校
区
３
小
の
統
合
（
来

民
小
、
稲
田
小
、
中
富
小
）

　

現
在
の
来
民
小
学
校
の
敷
地
に
、平

成
32
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
て
、校
舎

な
ど
の
基
本
・
実
施
設
計
業
務
を
行
い

ま
す
。開
校
に
向
け
て
検
討
す
る
準
備
委

員
会
で
、新
た
な
通
学
体
制
な
ど
を
協

議
し
ま
す
。

●
平
小
城
小
、三
岳
小
、八
幡
小
の
統
合

　

現
在
の
八
幡
小
学
校
の
敷
地
に
、平

成
31
年
４
月
の
開
校
を
目
指
す
統
合
の

計
画
案
を
、地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
説
明
し
統
合
に
向
け
て
理
解
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

●
山
鹿
中
と
鶴
城
中
の
統
合

　

平
成
31
年
４
月
に
山
鹿
中
学
校
へ
の

統
合
を
目
指
す
計
画
案
を
、
地
域
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
統
合
に
向
け

第
２
次
　
山
鹿
市
教
育
基
本
計
画

【
基
本
理
念
】
生
涯
学
習
社
会
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　 

　
限
り
な
い
夢
を
抱
き
　
心
豊
か
に

　
　
　
　
　
　 

　
　
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
材
の
育
成



山鹿市教育委員会広報「ゆめーる」

39　2016.5.1　広報やまが

読
書
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

生
涯
教
育
推
進
事
業

　

市
民
一
人
一
人
が
健
康
で
充
実
し
た
人

生
を
送
れ
る
よ
う
公
民
館
講
座
「
自
主

講
座
」
を
支
援
し
、
生
涯
学
習
講
座
を

開
設
し
ま
す
。
気
軽
に
学
べ
る
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
生
き
が
い
づ
く
り

支
援
を
進
め
ま
す
。

名
付
け
て
、勾ま

が

玉た
ま

づ
く
り
や
弓
矢
体
験
、

金
属
を
溶
か
し
た
古
代
の
鏡
の
レ
プ
リ

カ
を
づ
く
り
な
ど
の
体
験
事
業
を
行
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業

　

手
軽
に
楽
し
め
る
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や

メ
タ
ボ
対
策
事
業
と
し
て
健
康
運
動
教

室
、ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を一緒
に
体
験
す

る
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
実
施
し
、

市
民
一
人
一
人
が
生
涯
を
通
じ
て
運
動
が

で
き
る
機
会
・
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
駅
伝
大
会
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
市
内
各

所
で
開
催
し
、心
身
と
も
に
健
康
な
人
々

が
暮
ら
す
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
整

備
を
行
い
、施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

社
会
教
育
の
振
興

青
少
年
健
全
育
成
事
業

　
子
ど
も
た
ち
を
「
地
域
全
体
で
守

り
、
育
て
る
」
の
理
念
の
も
と
「
早
ね

　

あ
い
さ
つ　

朝
ご
は
ん
」
運
動
や
夜

間
巡
回
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
青
少
年

が
心
豊
か
で
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
地
域

社
会
や
学
校
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
連

携
し
、青
少
年
の
体
験
学
習
と
し
て
「
防

災
キ
ャ
ン
プ
」を
実
施
し
、地
域
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
際
交
流
事
業

　
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
・

ク
ー
マ
市
と
の
青
少
年
の
相
互
交
流
を

文
化
財
保
護
活
用

方
保
田
東
原
遺
跡
保
存
整
備
活
用
事
業 

　

弥
生
時
代
の
大
規
模
な
集
落
遺
跡

「
方
保
田
東
原
遺
跡
」を
多
く
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
肥
後
古

代
の
森
」事
業
の
一
環
と
し
て
「
ひ
ま
わ

り
畑
で
クイ
ズ
ラ
リ
ー
」や「
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」な
ど
の
イ
ベン
ト
を
開
催
し

ま
す
。秋
に
は
「
古
代
体
験
ひ
ろ
ば
」と

推
進
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
山
鹿
市
を

担
う
広
い
視
野
と
豊
か
な
感
性
を
備
え

た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
ク
ー
マ
市
へ
中
学
生
の

派
遣
事
業
を
行
い
、
交
流
活
動
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
じ
て
、
言
葉
や
文

化
の
違
い
を
超
え
た
人
と
人
と
の
心
の

交
流
を
図
り
ま
す
。

夢
の
「
と
び
ら
」
を
ひ
ら
く
事
業

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
い
て
、

市
所
蔵
の
全
図
書
の
予
約
・
貸
出
・
返

却
サ
ー
ビ
ス
が
市
内
２
図
書
館
・
３
図

書
室
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
運
行
し
て
い
る
山

鹿
市
移
動
図
書
館
車
「
ぐ
る
り
ん
号
」

は
、４
月
か
ら
自
治
公
民
館
な
ど
市
内

48
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
回
す
る
ほ

か
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど

クーマ市訪問団剣道交流

移動図書館車「ぐるりん号」

「古代体験ひろば」の弓矢体験

て
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

あいさつ運動



■
編

集
発

行
　

山
鹿

市
秘

書
企

画
課

秘
書

係
　

　
　

　
　

　
〒

861-0592
熊

本
県

山
鹿

市
山

鹿
987

番
地

3　
　

　
　

　
　

　
☎

0968（
43）1110　

�
0968（

44）0373
　

　
　

　
　

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

http://www.city.yam
aga.kum

am
oto.jp

　
広

報
や

ま
が

　
N

o.185　
2016

年
5

月
1

日
号

（
毎

月１日
発

行
）

エ
コ

マ
ー

ク
認

定
の

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
み
ど
り
を
ま
も
る

＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取
り決めによる漢字を使用しています（秘書企画課）

■人の動き
人口 152 人減りました 53,852 人
男性 80 人減りました 25,377 人
女性 72 人減りました 28,475 人
世帯数 9 世帯減りました 21,503 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,410 人
15歳〜64歳 53.8 ％ 28,972 人
65歳〜 34.3 ％ 18,470 人

３月末現在 (増減は前月末比 )

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QRコード

倶楽部
すくす

く

♡メッセージ
みんなに愛されて、
毎日ぐんぐん成長中
です！

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３
歳以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッ
セージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所秘書企画課へ郵送するか持参してください。

（H27.3.20 生まれ）
山鹿（山鹿）

　  こ いで　　あか り

小出　明凜ちゃん

♡メッセージ
いとこでいつも仲良し♡皆さんもいつも遊んでくれてありがとう！

（H25.8.19 生まれ）
石渕（鹿本）

　   つ  る　　　 ゆ づき

津留　優月ちゃん
（H25.5.13 生まれ）
石渕（鹿本）

　 さか た          ゆ  い

阪田　夕依ちゃん

問農業振興課産業開発推進室　☎ (43)1556

山鹿の農産物や特産品を全国へお届けします

　市内６カ所の物産館で組織する山鹿市物産館連絡
協議会運営のインターネットショップ「食の王国“山
鹿”うまかもん！ショップ」は、山鹿の農産物や加
工品、特産品を全国にPRし販売しています。
　昨年12月にリニューアル。商品が充実し、決済
方法も増え、さらに利用しやすくなりました。パソ
コンだけでなく、スマートフォンやタブレットから
も注文できます。ぜひご利用ください

食の王国 “山鹿 ”うまかもん！ショップ

あなたが作った農産物などを販売しませんか。お問い合
わせはメールで「info@umaka-yamaga.com」へ。

出店者を募集しています www.umaka-yamaga.com
スマートフォン・タブレットは
QRコードからアクセスできます

あ
と
が
き

★
４
月
14
日
か
ら
起
こ
っ
た
地
震
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
や
ご
家

族
に
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

ん
な
に
大
き
な
地
震
は
経
験
し
た
こ

と
が
な
く
、
友
人
と
連
絡
を
取
り
合

い
な
が
ら
不
安
な
夜
を
ど
う
に
か
過

ご
し
ま
し
た
。
阿
蘇
や
熊
本
城
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
景
色

が
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
胸
が
締
め
付
け

ら
れ
る
思
い
で
す
。
微
力
で
す
が
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
★
５
月
号
に
掲
載
し
て
い

る
情
報
は
、
４
月
19
日
現
在
の
も
の

で
す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
延
期
や
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
千
）


